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は
じ
め
に

母
か
ら
も
ら
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
洋
服
を
自
分
に
合
っ
た
和
服
に

仕
立
て
直
す
（
「
合
わ
な
い
洋
服
」
（
「
新
潮
」
昭

年

月
号
）
な
ど
）
こ
と
を
創

42

12

作
活
動
の
原
点
と
し
た
作
家
・
遠
藤
周
作
は
、そ
の
最
初
の
到
達
点
を
『
沈

黙
』（
新
潮
社

昭

年

月
）
に
よ
っ
て
世
に
問
う
た
。
遠
藤
は
こ
の
作
品

41

3

を
「
書
き
が
い
が
あ
っ
た
」（
「
ひ
と
つ
の
小
説
が
で
き
る
ま
で
」
（
「
本
の
窓
」
昭

年

月
号

頁
））
と
振
り
返
っ
て
い
る
。
昭
和

年
春
、
長
崎
旅
行
で
偶

53

2

33

39

然
目
に
し
た
踏
絵
に
残
さ
れ
て
い
た
黒
い
足
指
の
痕
、
そ
れ
が
創
作
の
推

進
力
と
な
っ
た
こ
と
は
有
名
だ
。
十
六
番
館
（
当
時
）
で
出
合
っ
た
踏
絵

の
イ
メ
ー
ジ
が
膨
ら
み
、
こ
れ
を
踏
ま
な
け
れ
ば
さ
ま
ざ
ま
な
肉
体
的
・

精
神
的
拷
問
を
加
え
ら
れ
る
と
し
た
ら
、
遠
藤
自
身
、
ど
う
行
動
す
る
か

と
い
う
問
題
意
識
が
芽
生
え
、
殉
教
者
で
は
な
く
や
む
な
く
足
を
か
け
た

弱
者
、
と
い
う
自
ら
に
よ
り
近
い
感
覚
に
視
点
を
据
え
た
上
で
の
執
筆
だ

っ
た
（
「
沈
黙
の
声
」（
『
沈
黙
の
声
』
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社

平

年

月
）
な
ど
）
。

4

7

『
沈
黙
』
は
、
波
涛
万
里
渡
日
し
、

年
も
の
間
宣
教
の
道
を
歩
ん
だ

25

フ
ェ
レ
イ
ラ
が
、
「
穴
吊
し
」
と
い
う
凄
惨
な
拷
問
に
か
け
ら
れ
た
末
に

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
言
っ
て
棄
教
。
そ
の
後
沢
野
忠
庵
と
名
乗
ら
さ
れ
、

『
沈
黙
』
論
議
を
考
え
る

―
日
本
の
精
神
風
土
と
の
格
闘
に
つ
い
て
の
一
考
察

―

池

田

静

香

I
K
E
D
A

S
h
i
z
u
k
a

幕
府
の
手
先
と
な
っ
て
生
き
た
彼
の
悲
劇
的
な
人
生
と
、
日
本
に
屈
し
た

フ
ェ
レ
イ
ラ
の
復
讐
戦
よ
ろ
し
く
、
殉
教
覚
悟
で
密
入
国
し
て
く
る
男
（
ロ

ド
リ
ゴ
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
キ
ャ
ラ
）
の
人
生
と
を
対
面
さ
せ
て
み
よ
う
と
思

っ
て
書
か
れ
た
（
「
ひ
と
つ
の
小
説
が
で
き
る
ま
で
」

～

頁
）
。
作
中
、
ロ
ド

31

32

リ
ゴ
は
信
徒
た
ち
が
拷
問
に
苦
し
む
呻
き
声
に
心
を
痛
め
、
踏
絵
に
足
を

か
け
る
。
そ
し
て
ロ
ド
リ
ゴ
も
ま
た
、
フ
ェ
レ
イ
ラ
と
同
じ
道
を
歩
む
こ

と
と
な
る
。
殉
教
者
で
は
な
い
が
故
に
キ
リ
ス
ト
教
史
で
は
殆
ど
顧
み
ら

れ
る
こ
と
の
な
い
彼
等
の
人
生
に
、「
沈
黙
の
声
」
を
与
え
る
こ
と
が
、『
沈

黙
』
執
筆
の
目
的
で
も
あ
っ
た
（
遠
藤
周
作
他
「
座
談
会

神
の
沈
黙
と
人
間
の

証
言
―
遠
藤
周
作
『
沈
黙
』
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
」（
「
福
音
と
世
界
」
昭

年

月
号

41

9

56

頁
）
）
。
こ
の
こ
と
は
、
作
者
を
始
め
先
行
研
究
に
お
い
て
、
繰
り
返
し
強

調
さ
れ
続
け
て
い
る
（
近
年
に
お
け
る
そ
の
最
た
る
論
考
に
山
根
道
公
『
遠
藤
周
作

そ
の
人
生
と
『
沈
黙
』
の
真
実
』
朝
文
社

平

年

月
）
。

16

3

作
者
が
自
作
を
概
観
し
、
「
自
分
の
文
学
的
出
発
以
来
の
第
一
期
の
円

環
を
閉
じ
る
も
の
」（
「
異
邦
人
の
苦
悩
」
（
「
別
冊
新
評
」
昭

年

月
号
）
引
用
は

48

12

『
遠
藤
周
作
文
学
全
集

』
新
潮
社

平

年

月

頁
に
拠
っ
た
）
と
位
置
づ
け

13

12

5

171

る
『
沈
黙
』
で
は
あ
る
が
、
「
書
き
終
わ
っ
た
後
、（
略
）
足
の
黒
い
指
の

跡
を
残
し
て
、
自
分
の
信
念
を
捨
て
て
行
っ
た
男
は
ど
う
な
っ
た
か
、
ど

う
い
う
生
き
方
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
宿
題
」（
「
ひ
と
つ
の
小
説
が

で
き
る
ま
で
」

頁
）
が
残
さ
れ
た
と
述
べ
、
「
『
沈
黙
』
を
超
え
る
も
の
を

32

考
え
た
い
と
い
う
気
に
な
っ
た
」（
「
異
邦
人
の
苦
悩
」

頁
）
と
語
っ
て
い
る
。

178

『
沈
黙
』
に
置
き
換
え
る
と
、
キ
チ
ジ
ロ
ー
の
そ
の
後
、
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。
こ
の
問
題
を
『
沈
黙
』
以
後
も
追
求
す
る
な
か
で
、
遠
藤
は
か

く
れ
切
支
丹
（
遠
藤
表
記
）
の
信
仰
対
象
で
あ
る
マ
リ
ア
観
音
や
納
戸
神
と



出
合
い
、
「
（
注
、
踏
絵
に
黒
い
足
指
の
痕
を
残
し
た
人
々
に
と
っ
て
の
）
日
本
の
宗

教
、
日
本
人
の
宗
教
意
識
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
、
考
え
る
こ
と
も
で
き

た
」（
「
ひ
と
つ
の
小
説
が
で
き
る
ま
で
」

頁
）
。
だ
か
ら
こ
そ
、『
沈
黙
』
を
「
書

33

き
が
い
が
あ
っ
た
」
と
、
振
り
返
る
。

小
稿
で
は
、
遠
藤
文
学
の
執
筆
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
長
編
を
書
く
前
に
は

前
奏
曲
と
し
て
の
短
編
を
書
き
、
長
編
で
書
き
足
り
な
か
っ
た
部
分
を
改

め
て
短
編
に
書
く
と
指
摘
さ
れ
る
法
則
に
従
い
、
な
る
た
け
作
品
そ
の
も

の
に
即
し
な
が
ら
、
『
沈
黙
』
の
「
書
き
が
い
」
を
具
体
的
に
提
示
し
て

み
た
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
立
ち
上
が
る
地
図
は
、
遠
藤
が
生
涯
か
け
て

取
り
組
ん
だ
「
日
本
人
に
合
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
」
と
い
う
難
問
に
お
け
る

作
家
の
軌
跡
の
一
端
を
示
す
は
ず
で
あ
り
、
発
表
後
に
物
議
を
醸
し
た
と

言
わ
れ
る
『
沈
黙
』
に
対
す
る
キ
リ
ス
ト
教
会
か
ら
の
問
い
か
け
に
、
作

者
が
創
作
を
通
し
て
応
え
た
思
索
の
跡
に
な
る
と
推
察
す
る
。

「
誤
解
さ
れ
た
」
と
い
う
『
沈
黙
』
へ
の
修
辞

『
沈
黙
』
が
、
そ
の
挑
戦
的
な
問
題
提
起
の
た
め
に
、
キ
リ
ス
ト
教
会

の
一
部
か
ら
物
議
を
醸
し
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
遠

藤
没
後
、
妻
で
あ
る
遠
藤
順
子
が
語
り
手
と
な
っ
た
『
夫
・
遠
藤
周
作
を

語
る
』（
文
春
文
庫

平

年

月
）
に
よ
れ
ば
、
発
表
直
後
に
は
所
属
教
会

12

9

で
非
難
さ
れ
（

頁
）
、
禁
書
扱
い
を
受
け
た
（

頁
）
よ
う
だ
し
、
年
譜
（
山

48

128

根
道
公
編
「
年
譜
」（『
遠
藤
周
作
文
学
全
集
』
新
潮
社

平

年

月
）
）
に
よ
れ
ば
、

12

7

イ
グ
ナ
チ
オ
教
会
で
公
開
討
論
が
あ
り
糾
弾
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
（

頁
）
。
ま
た
こ
の
時
の
様
子
は
、
作
者
自
身
が
「
周
作
サ
ロ
ン
③

353

女
運
の
よ
か
っ
た
私
」（
「
婦
人
画
報
」
昭

年

月
号
）
や
『
対
談

人
生
の

59

6

同
伴
者
』（
春
秋
社

平

年

月
）
な
ど
で
触
れ
て
い
る
。
更
に
は
カ
ト
リ

3

11

ッ
ク
新
聞
に
よ
る
と
、
都
内
の
図
書
館
で
も
、「『
沈
黙
』
の
作
者
に
問
う
」

講
演
会
と
い
う
名
の
討
論
会
が
開
か
れ
た
よ
う
だ
（
昭

年

月

日

面
）
。

41

6

26

3

加
え
て
よ
く
耳
に
す
る
の
が
「
鹿
児
島
、
長
崎
の
学
校
で
は
禁
書
」（
石
内

徹
「
解
説
」
（
石
内
徹
編
『
遠
藤
周
作
『
沈
黙
』
作
品
論
集
』
ク
レ
ス
出
版

平

年
14

6

月
）

頁
）
に
な
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
長
崎

359

新
聞
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
欄
に
、『
死
海
の
ほ
と
り
』（
新
潮
社

昭

年

月
）

48

6

や
ぐ
う
た
ら
シ
リ
ー
ズ
（
昭
和

年
）
、
『
女
の
一
生
』
１
部
（
朝
日
新
聞
社

48

昭

年

月
）
同

部
（
朝
日
新
聞
社

昭

年

月
）
が
登
場
す
る
一
方
、『
沈

57

1

2

57

3

黙
』
が
一
度
も

位
圏
内
に
入
ら
な
い
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、

10

長
崎
で
の
禁
書
扱
い
は
ま
ん
ざ
ら
で
も
な
く
、『
沈
黙
』
で
示
さ
れ
た
「
赦

し
の
神
」
と
い
う
視
点
は
、
殉
教
地
の
数
多
あ
る
長
崎
で
は
特
に
、
受
け

入
れ
ら
れ
難
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

決
し
て
好
意
的
な
反
応
だ
け
で
は
な
か
っ
た
『
沈
黙
』
の
反
響
に
対
し
、

作
者
は
自
作
『
沈
黙
』
を
語
る
場
を
度
々
設
け
た
（
井
上
洋
治
×
三
浦
朱
門
×

遠
藤
周
作
「
座
談
会

井
上
神
父
を
か
こ
ん
で
」（
「
批
評
」
昭

年

月
号
）
、「
座
談
会

41

8

神
の
沈
黙
と
人
間
の
証
言

―
遠
藤
周
作
『
沈
黙
』
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
福
音
と

世
界
」
昭

年

月
号
）
）
の
他
、
佐
古
純
一
郎
は

ラ
ジ
オ
な
ど
を
含
め
「
対
話

41

9

N
H
K

す
る
機
会
が
三
度
も
与
え
ら
れ
た
」
と
い
う
（
「『
沈
黙
』
に
つ
い
て
」（
「
世
紀
」
昭

年
41

月
号

頁
）
）
。
小
嶋
洋
輔
が
「
自
ら
の
文
学
的
主
題
を
流
布
さ
せ
る
た
め

9

75

に
批
評
・
研
究
体
系
も
利
用
し
て
い
く
作
家
の
姿
が
み
え
る
」（
「
『
沈
黙
』

と
時
代

―
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
を
視
座
と
し
て

―
」（
「
日
本
近
代
文
学
」
平

年
14

月

頁
）
）
と
指
摘
す
る
通
り
、
作
者
の
発
言
は
作
品
の
読
み
を
規
定
し

10

125



て
い
く
よ
う
に
働
く
も
の
だ
。
こ
う
し
た
読
み
の
流
れ
を
形
成
し
て
き
た

背
景
の
一
つ
に
は
、
遠
藤
自
身
が
語
っ
た
文
学
作
品
の
読
み
に
つ
い
て
の

以
下
の
言
及
が
あ
る
。

こ
う
い
う
論
が
あ
り
ま
す
。
「
西
欧
の
文
学
は
、
基
督
教
、
特
に
カ

ト
リ
シ
ス
ム
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、
根
本
的
に
理
解
で
き
な
い
」
／

そ
の
論
が
正
し
い
か
、
否
か
は
別
と
し
ま
し
て
、
こ
う
言
う
こ
と
は

い
え
る
と
思
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
基
督
教
的
な
地
盤
や
伝
統
の
な

か
で
育
っ
て
い
な
い
た
め
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
作
家
は
勿
論
、
時
に
よ

る
と
非
基
督
教
の
西
欧
作
家
の
作
品
を
も
、
し
ば
し
ば
誤
読
し
た
り
、

あ
る
い
は
、
自
分
流
に
屈
折
し
た
り
す
る
危
険
が
あ
る
と
言
う
こ
と

で
す
。
勿
論
、
文
学
と
は
、
こ
う
読
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
と
言
う
固
定
し

た
法
則
が
な
い
の
で
す
か
ら
、
あ
る
作
品
を
自
分
流
に
屈
折
し
て
解

釈
す
る
方
法
が
間
違
っ
て
い
る
と
言
う
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ

の
作
家
が
書
こ
う
と
し
た
意
図
ま
で
歪
げ
る
と
言
う
と
、
こ
れ
は
別

問
題
で
あ
り
ま
す
。（
「
カ
ト
リ
ッ
ク
作
家
の
問
題
」
（
「
三
田
文
学
」
昭

年
22

月
号
）、
引
用
は
『
遠
藤
周
作
文
学
全
集

』
新
潮
社

平

年

月

頁
に
拠

12

12

12

4

18

っ
た
。
傍
線
は
池
田
、
以
下
同
）

こ
の
文
章
自
体
は
、
戦
後
ま
も
な
く
爆
発
的
に
流
行
し
た
フ
ラ
ン
ス
文
学

を
日
本
の
読
者
が
読
む
場
合
に
つ
い
て
の
忠
告
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
示
さ

れ
た
「
基
督
教
」
の
予
備
知
識
を
持
た
な
い
日
本
の
読
者
へ
の
読
書
案
内

は
、
執
筆
に
あ
た
り
、
「
日
本
的
で
（
略
）
基
督
教
的
雰
囲
気
は
ど
こ
に
も

な
い
」（
「
私
の
文
学
」
（
『
わ
れ
ら
の
文
学

福
永
武
彦
・
遠
藤
周
作
』
講
談
社

昭

10

年

月

頁)

）
風
景
の
な
か
で
、
「
私
が
え
ら
ん
だ
イ
メ
ー
ジ
、
私
が
え

42

1

450

ら
ん
だ
象
徴
は
果
た
し
て
そ
れ
ら
の
読
者
に
感
覚
的
に
わ
か
っ
て
も
ら
え

る
だ
ろ
う
か
」（
「
私
の
文
学
」

頁
）
と
苦
悩
す
る
作
家
の
言
葉
と
相
ま
っ

449

て
、
作
者
の
意
図
を
汲
ん
だ
読
み
を
最
優
先
す
る
こ
と
を
読
み
手
に
促
す
。

む
ろ
ん
『
沈
黙
』
へ
の
前
奏
曲
と
な
っ
た
短
編
集
『
哀
歌
』（
講
談
社

昭

年

月
）
の
な
か
で
、
「
大
き
な
（
略
）
病
中
に
心
に
溜
ま
っ
た
」（
「
周

46

3

作
サ
ロ
ン
③
」

頁
）
遠
藤
流
キ
リ
ス
ト
の
眼
差
し
を
、
日
本
の
風
景
に
馴

194

染
む
よ
う
に
と
腐
心
し
な
が
ら
動
物
の
眼
で
象
徴
さ
せ
た
時
、
評
論
家
に

す
ら
動
物
の
眼
そ
の
も
の
と
し
て
し
か
伝
わ
ら
な
か
っ
た
（
「
異
邦
人
の
苦

悩
」

頁
）
時
の
空
し
さ
を
思
え
ば
、
読
者
へ
向
け
て
自
作
を
解
説
し
、

182

自
ら
で
読
み
の
方
向
性
を
示
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
苦
し
い
創
作
状
況
が

思
い
浮
か
ぶ
。
と
す
れ
ば
、
遠
藤
が
日
本
人
で
あ
り
な
が
ら
キ
リ
ス
ト
教

徒
で
も
あ
る
作
家
と
し
て
の
創
作
上
の
苦
悩
を
、
執
拗
に
語
ら
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
の
は
、
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
文
学
へ
の
読
み
の
土
壌
が

熟
し
て
い
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
、
作
品
が
読
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
不
全
を
起
こ
す
の
を
防
ぐ
た
め
の
、
や
む
を
得
な
い
手
段
だ
っ
た
の

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
一
方
で
、
こ
う
し
た
遠
藤
の
創
作
上
の
苦
悩
の

横
溢
に
心
寄
せ
る
読
み
手
に
し
て
み
れ
ば
、
「
（
注
、
『
沈
黙
』
と
い
う
）
小
説

の
タ
イ
ト
ル
が
誤
読
を
招
く
原
因
に
な
っ
た
」（
「
沈
黙
の
声
」

頁
）
と
い

65

う
作
者
の
言
葉
が
、
ま
る
で
我
が
事
の
よ
う
に
身
に
つ
ま
さ
れ
る
も
の
と

し
て
響
く
の
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
も
、
そ
れ
な
り
に
理
解
で
き
る
。

だ
が
遠
藤
は
、「
今
度
の
『
沈
黙
』
で
は
相
当
布
教
意
識
も
あ
っ
た
」（
「
座

談
会

神
の
沈
黙
と
人
間
の
証
言
」

頁
）
と
明
か
し
て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
に
『
沈

53

黙
』
は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
根
幹
と
す
る
遠
藤
周
作
に
と
っ
て
、
作
家
生
命

を
賭
け
た
作
品
だ
っ
た
は
ず
だ
し
、
「
布
教
意
識
」
と
い
う
信
念
の
も
と

に
自
ら
の
考
え
を
『
沈
黙
』
で
世
に
問
う
た
の
な
ら
、
作
品
が
巻
き
起
こ



し
た
物
議
へ
の
責
任
は
、
作
者
自
身
が
よ
く
痛
感
し
て
い
た
は
ず
だ
。
と

す
れ
ば
、
現
在
最
新
版
全
集
に
お
け
る
年
譜
や
解
題
に
お
い
て
「
「
踏
む

が
い
い
」
と
い
う
表
現
が
誤
解
さ
れ
」（
「
年
譜
」

頁
）
た
と
記
述
さ
れ
る

353

『
沈
黙
』
と
は
、
ダ
ブ
ル
・
イ
メ
ー
ジ
を
使
っ
て
描
い
た
動
物
の
眼
を
理

解
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
、
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教

文
学
の
読
み
が
未
熟
で
あ
る
故
の
読
み
落
と
し
と
、
同
質
の
誤
解
と
捉
え

て
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
そ
も
そ
も
、
日
本
の
精
神

風
土
と
キ
リ
ス
ト
教
の
対
決
を
問
う
た
『
沈
黙
』
の
執
筆
方
法
に
つ
い
て
、

遠
藤
自
身
、
自
分
が
持
っ
て
い
る
「
キ
リ
ス
ト
教
信
者
で
あ
る
た
め
」
の

「
発
想
法
」
及
び
「
イ
メ
ー
ジ
」
を
、
「
今
度
は
も
う
露
骨
に
出
し
て
み

よ
う
と
思
っ
て
出
し
た
」（
「
座
談
会

神
の
沈
黙
と
人
間
の
証
言
」

～

頁
）

53

54

と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
動
物
の
眼
を
用
い
た
ダ
ブ
ル
・
イ
メ
ー
ジ
を
使

わ
ず
、
『
沈
黙
』
で
は
踏
絵
の
イ
エ
ス
の
眼
差
し
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
利
用

し
て
、
遠
藤
流
キ
リ
ス
ト
の
眼
差
し
を
描
い
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
そ

の
意
味
に
お
い
て
、
『
沈
黙
』
以
前
の
作
品
（
『
哀
歌
』
）
で
、
日
本
の
日
常

的
な
風
景
の
な
か
に
置
き
換
え
た
表
現
と
『
沈
黙
』
と
は
、
そ
の
成
立
経

緯
を
異
に
す
る
。

先
行
研
究
が
指
摘
す
る
通
り
、『
沈
黙
』
で
遠
藤
が
「
露
骨
に
出
し
た
」

が
故
に
物
議
を
醸
し
た
の
は
、
ロ
ド
リ
ゴ
が
絵
踏
み
す
る
場
面
に
お
け
る

「
声
」
、
そ
の
声
の
描
か
れ
方
で
あ
っ
た
（
佐
藤
泰
正
「
遠
藤
周
作

―
『
沈
黙
』

を
視
座
と
し
て
」（
「
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
」
昭

年

月
号
）、
武
田
友
寿
「
『
沈

44

2

黙
』
論
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
遠
藤
周
作
の
世
界
』
昭

年

月
）
、
佐
古
純
一
郎
「
遠
藤
周

46

7

作
『
沈
黙
』
」（
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
昭

年

月
号
）
、
小
坂
真
理
「
遠
藤
周
作
試
論

―

50

4

『
沈
黙
』
の
な
か
の
声
」
（
「
文
学
・
史
学
」
昭

年

月
号
）
な
ど
）
。
そ
の
た
め
、

54

5

次
に
、
そ
う
し
た
『
沈
黙
』
へ
の
批
判
と
そ
の
反
応
が
い
か
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
の
か
を
提
示
す
る
。

・
『
沈
黙
』
へ
の
批
判
と
応
答

『
沈
黙
』
を
書
い
た
こ
と
で
問
題
と
な
っ
た
最
大
の
点
は
、
絵
踏
み
の

場
面
だ
（
山
根
道
公
『
遠
藤
周
作
そ
の
人
生
と
『
沈
黙
』
の
真
実
』

頁
）
。
特
に
神

307

学
的
な
立
場
か
ら
は
、
踏
絵
を
踏
む
と
き
に
「
踏
む
が
よ
い
」（
「
沈
黙
」『
遠

藤
周
作
文
学
全
集
』
新
潮
社

平

年

月

頁
）
と
い
う
声
が
聞
こ
え
た
こ
と

11

6

312

と
、
踏
絵
を
踏
ん
だ
後
の
ロ
ド
リ
ゴ
の
胸
中
に
「
た
と
え
あ
の
人
は
沈
黙

し
て
い
た
と
し
て
も
、
私
の
今
日
ま
で
の
人
生
が
あ
の
人
に
つ
い
て
語
っ

て
い
た
」（

頁
）
と
い
う
新
た
な
確
信
と
も
い
う
べ
き
信
念
が
響
い
て
く

325

る
よ
う
に
書
か
れ
た
こ
と
の
是
非
が
問
わ
れ
た
（
そ
の
た
め
の
応
答
と
し
て
遠

藤
は
「
カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞
」
昭

年

月

日

面
に
「
踏
絵
」
と
い
う
短
い
エ
ッ
セ
イ

47

1

23

6

を
寄
せ
て
い
る
。
前
年

月
に
映
画
「
沈
黙
」
が
封
切
ら
れ
た
）
。
こ
の
絵
踏
み
の

11

許
容
と
い
う
事
柄
が
問
題
視
さ
れ
る
の
は
、教
義
的
な
立
場
か
ら
言
え
ば
、

絵
踏
み
を
許
容
し
弱
者
の
復
権
を
認
め
て
し
ま
っ
た
ら
、
殉
教
者
（
強
者
）

の
栄
光
を
語
る
際
に
矛
盾
が
生
じ
る
た
め
だ
。
『
沈
黙
』
の
舞
台
と
な
っ

た

世
紀
切
支
丹
迫
害
下
の
殉
教
の
勧
め
を
引
き
合
い
に
、
「
結
論
と
し

17
て
示
さ
れ
た
の
で
は
な
い
と
（
略
）
考
え
」
な
が
ら
も
「
読
者
に
そ
う
（
注
、

絵
踏
み
の
許
容
と
し
て
）
受
け
取
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
」
否
定
す
る
根
拠
を

示
さ
ざ
る
を
得
な
い
と
す
る
の
が
片
岡
弥
吉
で
あ
る
（
「
絵
踏
と
文
学
」（
『
踏

絵

―
禁
教
の
歴
史

―
』

ブ
ッ
ク
ス

昭

年

月

～

頁
）
）
。
ま
た
片

N
H
K

44

6

166

173

岡
と
同
じ
く
聖
職
者
で
あ
り
、
現
在
『
沈
黙
』
論
の
中
で
カ
ト
リ
ッ
ク
側



の
代
表
的
意
見
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
粕
谷
甲
一
も
、
こ
の
点
を
以
下

の
よ
う
に
論
じ
る
。

こ
の
著
の
沈
黙
と
い
う
中
心
テ
ー
マ
に
つ
い
て
言
い
た
い
。（
略
）
ロ

ド
リ
ゴ
は
「
踏
む
が
い
い
」
と
い
う
神
の
言
葉
を
聞
い
て
踏
ん
だ
の

で
あ
る
。
い
わ
ば
、
こ
の
神
の
言
葉
と
い
う
プ
ラ
カ
ー
ド
こ
そ
、
こ

の
転
び
を
義
と
す
る
根
拠
で
あ
る
。（
略
）
も
し
（
略
）
ロ
ド
リ
ゴ
が

…
…
あ
の
プ
ラ
カ
ー
ド
な
し
に
…
…
意
識
も
う
ろ
う
た
る
眼
前
に
苦

し
む
民
の
姿
を
見
て
、
い
っ
さ
い
の
裁
き
を
た
だ
主
の
御
旨
に
ゆ
だ

ね
つ
つ
踏
み
出
し
た
な
ら
神
の
最
高
の
た
か
ら
い
で
あ
り
、
そ
の
神

の
沈
黙
を
聞
き
得
る
耳
を
地
上
に
与
え
ん
が
た
め
に
、
御
言
葉
は
人

ロ

ゴ

ス

と
な
っ
て
、
地
上
に
来
た
り
給
う
た
の
で
あ
る
。（
略
）
こ
の
書
の
最

も
残
念
な
点
は
、
神
が
「
沈
黙
」
を
破
っ
た
点
に
あ
る
。（
「
「
沈
黙
」

に
つ
い
て
」（
「
世
紀
」
昭

年

月
号

頁
））

41

7

7

粕
谷
は
「
踏
む
が
い
い
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
た
こ
と
が
棄
教
を
肯
定
す

る
と
指
摘
し
、
そ
れ
が
残
念
だ
と
い
う
。
そ
し
て
遠
藤
が
主
張
す
る
よ
う

に
「
日
本
的
ム
ー
ド
を
通
じ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
を
受
け
止
め
た
と
す
れ
ば

そ
れ
は
一
歩
あ
や
ま
れ
ば
単
に
転
び
を
肯
定
す
る
の
み
な
ら
ず
、
す
す
ん

で
賛
美
す
る
如
き
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ず
（
略
）
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
本
質

的
使
命
の
崩
壊
を
生
む
こ
と
に
な
ろ
う
。
」（
粕
谷
甲
一
「
「
沈
黙
」
に
つ
い
て
」

～

頁
）
と
、
遠
藤
神
学
の
危
う
さ
を
訴
え
る
。
同
じ
く
上
総
英
郎
が

2

3

「
共
感
と
挫
折

―
「
沈
黙
」
に
つ
い
て
」（
「
三
田
文
学
」
昭

年

月
号
）

42

4

で
痛
烈
に
問
う
た
の
は
、
ロ
ド
リ
ゴ
の
絵
踏
み
の
動
機
と
し
て
、
「
踏
む

が
い
い
」
と
い
う
声
や
、
「
「
若
し
基
督
が
こ
こ
に
居
ら
れ
た
ら
、
…
…
た

し
か
に
基
督
は
彼
ら
の
た
め
に
転
ん
だ
だ
ろ
う
」
と
い
う
フ
ェ
レ
イ
ラ
の

乱
暴
な
予
想
」（

～

頁
）
が
伏
線
と
し
て
描
か
れ
る
点
だ
。
上
総
は
、

29

30

こ
う
し
た
伏
線
に
添
う
と
、
絵
踏
み
の
場
面
で
「
ひ
び
い
て
く
る
声
」
は

「
最
も
清
ら
か
と
信
じ
た
も
の
」（
キ
リ
ス
ト
）
の
声
で
あ
り
、
「
ロ
ド
リ
ゴ

は
意
志
の
な
い
状
態
で
た
だ
足
を
下
す
に
す
ぎ
」
ず
、
踏
絵
を
踏
む
の
は

「
行
為
で
は
な
」
く
「
思
考
力
の
麻
痺
に
近
い
」（

頁
）
と
指
摘
す
る
。

30

こ
の
指
摘
を
考
え
る
時
に
は
、
絵
踏
み
の
場
面
に
お
け
る
ロ
ド
リ
ゴ
の
苦

悩
に
つ
い
て
、
笠
井
秋
生
が
「
『
沈
黙
』

―
父
の
宗
教
か
ら
母
の
宗
教

へ
の
転
換
」（
『
遠
藤
周
作
論
』
双
文
社
出
版

昭

年

月
）
で
、
そ
こ
へ
至
る

62

11

ま
で
の
過
程
に
「
踏
み
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
ロ
ド
リ
ゴ
の
心
理
描
写

を
三
十
枚
に
わ
た
っ
て
書
い
て
い
る
」
と
遠
藤
自
身
が
訴
え
て
い
る
こ
と

を
引
用
し
な
が
ら
「
踏
絵
の
前
に
立
つ
直
前
ま
で
、
ロ
ド
リ
ゴ
は
踏
む
こ

と
を
拒
否
し
、
殉
教
を
決
意
し
て
い
た
」（
引
用
は
『
遠
藤
周
作
『
沈
黙
』
作
品

論
集
』

頁
に
拠
っ
た
）
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
を
想
起
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

297

『
沈
黙
』
に
限
ら
ず
、
遠
藤
文
学
に
お
い
て
、
「
踏
絵
」
を
踏
ん
だ
者
の

心
情
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
（
例
え
ば
『
海
と
毒
薬
』（
「
文
学
界
」
昭

年
32

、

、

月
号
）
で
描
か
れ
た
生
体
解
剖
事
件
に
参
加
し
た
勝
呂
な
ど
も
、
現
代
の
踏

6

8

10

絵
を
踏
ん
だ
者
の
心
情
を
描
い
た
も
の
）
。
特
に
、
遠
藤
が
『
沈
黙
』
を
「
相
当

布
教
意
識
」
を
も
っ
て
書
き
、
日
本
人
の
罪
意
識
の
不
在
を
問
う
た
『
海

と
毒
薬
』
発
表
後
、
「
日
本
人
に
は
罪
意
識
が
な
い
か
ら
、
こ
れ
に
対
し

て
キ
リ
ス
ト
教
は
対
立
し
て
ど
う
し
て
も
む
ず
か
し
い
と
い
う
の
で
は
な

く
、
な
い
の
で
は
な
く
あ
る
と
い
う
方
向
に
持
っ
て
」（
「
座
談
会

神
の
沈

、
、

、
、

黙
と
人
間
の
証
言
」

頁
）
い
こ
う
と
考
え
、
そ
の
方
向
性
の
ひ
と
つ
と
し

51

て
『
沈
黙
』
を
世
に
問
う
た
の
な
ら
、
上
総
の
指
摘
が
あ
の
場
面
の
ロ
ド

リ
ゴ
へ
の
「
声
」
が
有
す
る
効
果
を
最
大
限
に
作
用
さ
せ
て
読
ん
だ
場
合



で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
踏
絵
を
踏
ん
だ
者
の
内
面
描
写
に
、
「
思
考
力
の

麻
痺
」
と
し
て
読
ま
れ
る
可
能
性
を
孕
ん
で
い
る
こ
と
に
、
注
意
す
る
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
（
万
一
ロ
ド
リ
ゴ
が
「
思
考
力
の
麻
痺
」
か
ら
踏
絵
を
踏
ん
だ
と

な
れ
ば
、
『
海
と
毒
薬
』
で
「
疲
れ
」
か
ら
生
体
解
剖
事
件
に
参
加
し
た
勝
呂
を
描
い
た

こ
と
と
同
じ
に
な
る
）
。
そ
し
て
「
相
当
」
の
「
布
教
意
識
」
を
持
ち
な
が
ら

も
、
「
（
注
、
『
沈
黙
』
で
提
示
し
た
も
の
が
）
神
学
的
に
言
っ
て
正
し
い
か
正
し

く
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
で
も
わ
か
ら
な
い
」（
「
座
談
会

神
の
沈

黙
と
人
間
の
証
言
」

頁
）
と
述
べ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
是
非
を
問
う

51

こ
と
が
作
者
の
執
筆
意
図
を
一
方
的
に
歪
め
て
読
む
こ
と
に
は
な
る
ま
い

（
笹
淵
友
一
「
近
代
日
本
文
学
と
キ
リ
ス
ト
教

―
主
と
し
て
遠
藤
周
作
「
沈
黙
」
に
つ

い
て
」
（
「
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
」
昭

年

月
号
）
や
玉
置
邦
雄
「
『
沈
黙
』
の

42

2

世
界

―
母
性
的
赦
し
の
神
へ
の
希
求
」（
「
日
本
文
芸
研
究
」
昭

年

月
号
）
は
、『
沈

44

12

黙
』
は
文
学
作
品
で
あ
る
、
と
そ
の
評
価
を
避
け
る
）
。

『
沈
黙
』
に
つ
い
て
、
遠
藤
自
身
が
、
キ
リ
ス
ト
教
会
か
ら
転
び
の
許

容
や
転
び
の
賛
美
と
批
判
さ
れ
る
所
以
と
な
る
絵
踏
み
の
場
面
を
指
し

て
、
「
赦
し
の
神
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し

遠
藤
が
、
こ
の
作
品
を
も
っ
て
、
こ
れ
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
会
か
ら
見
棄
て

ら
れ
て
き
た
転
び
者
た
ち
を
「
転
ん
で
も
カ
ト
リ
ッ
ク
は
見
離
さ
れ
ま
せ

ん
」
と
い
う
形
で
示
そ
う
と
し
（
「
座
談
会

井
上
神
父
を
か
こ
ん
で
」

頁
）
、

120

ま
た
「
僕
の
作
中
人
物
は
転
ん
で
も
キ
リ
ス
ト
に
つ
い
て
は
決
し
て
絶
望

し
て
い
な
い
。
絶
望
以
前
の
罪
は
す
べ
て
赦
さ
れ
る
」（
「
座
談
会

神
の
沈

黙
と
人
間
の
証
言
」

頁
）
と
信
じ
て
『
沈
黙
』
を
書
い
た
の
な
ら
、
絵
踏

59

み
の
場
面
を
も
っ
て
提
示
さ
れ
た
彼
の
布
教
意
識
を
「
（
注
、
棄
教
・
背
教
を

も
包
摂
す
る
）
赦
し
の
神
」
の
提
唱
と
言
い
換
え
る
こ
と
自
体
は
、
執
筆
者

の
執
筆
意
図
を
枉
げ
て
読
む
（
「
カ
ト
リ
ッ
ク
作
家
の
問
題
」
）
曲
解
に
は
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。
「
誤
解
」
と
言
わ
れ
る
読
み
が
問
題
と
な
る
の
は
、
絵
踏

み
の
場
面
（
赦
し
の
神
）
が
転
び
の
賛
美
へ
と
展
開
し
て
読
ま
れ
た
場
合
で

あ
る
。

こ
う
し
た
「
誤
解
」
と
は
、
「
座
談
会

井
上
神
父
を
か
こ
ん
で
」
に

よ
れ
ば
、「
転
ん
だ
ほ
う
が
カ
ト
リ
ッ
ク
的
」（

頁
）
と
読
ま
れ
た
り
、「
踏

120

ん
で
も
踏
ん
だ
痛
み
が
あ
っ
た
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
転
化
し
て
、
や
が
て

踏
ん
で
も
い
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
踏
ん
で
も
平
気
や
と
い
う
（
略
）

世
界
に
は
い
っ
た
」（

頁
）
場
合
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
沈

124

黙
』
を
棄
教
賛
美
と
捉
え
る
読
み
方
に
つ
い
て
井
上
洋
治
や
三
浦
朱
門
か

ら
直
に
問
わ
れ
た
遠
藤
は
、
「
そ
の
世
界
に
入
っ
た
ら
お
れ
の
「
沈
黙
」

と
は
全
く
関
係
の
な
い
世
界
だ
」（

頁
）
と
反
論
し
、
「
（
注
、
「
神
の
沈
黙
」

124

と
い
う
こ
と
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
）
へ
ん
な
誤
解
を
さ
れ
」（

頁
）
た
け
れ
ど

120

も
、
自
分
が
言
い
た
か
っ
た
の
は
「
歴
史
や
教
会
に
沈
黙
さ
れ
て
い
る
人

間
に
再
び
人
生
を
語
ら
せ
、
そ
れ
を
通
し
て
神
が
自
分
の
存
在
を
語
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
（
略
）
い
い
た
か
っ
た
」（

頁
）
と
主
張
す
る
。
し

121

か
し
な
が
ら
『
沈
黙
』
で
は
、
踏
絵
と
い
う
人
間
に
お
け
る
残
酷
で
究
極

の
選
択
を
迫
ら
れ
た
場
面
に
お
い
て
、「
何
故
、
神
は
沈
黙
し
給
う
の
か
」

と
嘆
き
続
け
る
だ
け
で
な
く
、
「
踏
む
が
い
い
」
と
棄
教
を
促
す
声
が
、

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
聞
こ
え
て
く
る
（
粕
谷
論
）
か
ら
、
三
浦
が
懸
念
す

る
「
転
ん
で
も
平
気
や
」
と
い
う
読
み
の
転
化
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
、

実
際
、
井
上
神
父
の
も
と
に
は
「
転
ん
だ
ほ
う
が
カ
ト
リ
ッ
ク
的
」
だ
と

読
む
よ
う
な
読
者
が
で
て
き
て
し
ま
っ
て
い
る
。

遠
藤
が
「
誤
解
」
だ
と
反
駁
す
る
こ
の
よ
う
な
読
み
方
に
つ
い
て
、
作



者
の
真
意
が
伝
わ
り
難
き
遠
藤
文
学
を
読
解
す
る
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド

「
ダ
ブ
ル
・
イ
メ
ー
ジ
」（
『
哀
歌
』
）
か
ら
の
展
開
の
結
果
（
『
沈
黙
』
）
と
し

て
、
両
者
の
描
写
の
違
い
を
考
え
て
み
た
い
。
作
中
、
切
支
丹
迫
害
下
の

日
本
で
ロ
ド
リ
ゴ
は
、
自
分
さ
え
棄
教
す
れ
ば
他
の
日
本
人
信
徒
た
ち
が

助
か
る
か
も
し
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。
す
る
と
ロ
ド
リ
ゴ
が
心
に
思
い
描

く
キ
リ
ス
ト
の
顔
が
、
西
洋
的
な
威
厳
の
あ
る
顔
か
ら
だ
ん
だ
ん
弱
く
み

す
ぼ
ら
し
い
も
の
に
変
化
し
て
い
き
、
最
終
的
に
は
「
多
く
の
人
に
踏
ま

れ
た
た
め
に
摩
滅
し
、
凹
ん
だ
ま
ま
（
略
）
悲
し
げ
な
眼
差
し
で
」（

頁
）

312

ロ
ド
リ
ゴ
を
見
つ
め
る
。
そ
の
眼
差
し
と
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
聞
こ
え

て
く
る
「
踏
む
が
い
い
」（

頁
）
と
い
う
声
に
促
さ
れ
る
よ
う
に
、
ロ
ド

312

リ
ゴ
は
踏
絵
に
足
を
か
け
る
。
こ
こ
で
ロ
ド
リ
ゴ
が
棄
教
し
た
の
は
、
沈

黙
し
て
い
る
神
に
絶
望
し
、
日
本
人
信
徒
の
延
命
の
た
め
に
棄
教
し
た
の

で
は
な
い
。
棄
教
し
た
ロ
ド
リ
ゴ
の
心
に
は
、
西
洋
的
で
は
な
い
か
も
し

れ
な
い
が
「
踏
ま
れ
る
た
め
、
こ
の
世
に
生
ま
れ
た
」
と
い
う
形
で
の
い

わ
ゆ
る
「
私
の
イ
エ
ス
」
が
生
き
続
け
て
い
る
。
こ
の
「
私
の
イ
エ
ス
」

に
よ
っ
て
遠
藤
が
提
示
し
た
の
が
、
「
転
ん
で
も
カ
ト
リ
ッ
ク
は
見
離
さ

れ
な
い
」
と
い
う
解
釈
で
あ
り
、
「
歴
史
や
教
会
に
沈
黙
さ
れ
て
い
る
人

間
に
再
び
人
生
を
語
ら
せ
、
そ
れ
を
通
し
て
神
が
自
分
の
存
在
を
語
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
」（
「
座
談
会

井
上
神
父
を
か
こ
ん
で
」
）
の
具
体
的
な
提
示

で
あ
る
。
こ
の
踏
絵
の
キ
リ
ス
ト
の
眼
差
し
は
、
先
に
示
し
た
通
り
、
こ

れ
ま
で
『
哀
歌
』
で
恐
る
恐
る
試
し
て
き
た
動
物
の
眼
を
借
り
て
表
現
し

て
き
た
キ
リ
ス
ト
の
眼
差
し
を
、
踏
絵
の
キ
リ
ス
ト
の
上
に
露
骨
に
表
現

さ
せ
た
も
の
だ
。
表
現
方
法
が
異
な
る
だ
け
で
、
動
物
の
眼
差
し
と
踏
絵

の
キ
リ
ス
ト
の
眼
差
し
は
同
質
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
疑
い
な

い
。
だ
が
、
両
者
の
描
写
で
大
き
く
異
な
る
の
は
、
『
哀
歌
』
で
試
さ
れ

た
犬
や
九
官
鳥
は
キ
リ
ス
ト
の
代
弁
者
と
し
て
語
る
こ
と
は
な
い
（
九
官

鳥
が
覚
え
た
言
葉
は
病
室
の
患
者
の
悲
哀
の
呟
き
で
あ
る
）
に
も
関
わ
ら
ず
、
『
沈

黙
』
の
踏
絵
の
キ
リ
ス
ト
は
語
る
（
「
踏
む
が
い
い
」）
点
に
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
「
沈
黙
の
声
（
語
る
イ
エ
ス
）
」
の
描
き
方
に
関
し
、
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
系
雑
誌
で
聖
職
者
を
含
め
て
や
り
と
り
し
た
座
談
会
「
神
の

沈
黙
と
人
間
の
証
言
」
で
は
、
「
（
注
、
日
本
人
の
宗
教
心
に
つ
い
て
）
お
お
き

な
と
こ
ろ
は
神
学
者
の
人
に
究
明
し
て
も
ら
う
」
こ
と
に
し
て
、
小
説
家

と
し
て
「
日
本
人
の
感
性
に
向
い
た
も
の
を
強
調
し
て
（
略
）
母
性
的
な

も
の
を
生
か
し
な
が
ら
、（
注
、
一
神
論
と
汎
神
論
と
の
）
へ
だ
た
り
を
肯
定

す
る
よ
う
な
形
態
が
と
れ
な
い
か
」
を
模
索
し
、
作
品
と
し
て
積
み
上
げ

た
の
だ
と
訴
え
る
。
そ
し
て
『
沈
黙
』
で
「
結
論
を
出
し
た
わ
け
で
な
な

い
し
、
こ
れ
か
ら
生
涯
か
け
て
探
究
し
て
行
く
」
た
め
の
「
踏
み
石
を
置
」

（

～

頁
）
い
た
の
だ
と
付
け
加
え
る
。
し
か
し
、
「
布
教
と
い
え
ば
お

64

65

っ
ぱ
ず
か
し
い
け
れ
ど
、（
略
）
キ
リ
ス
ト
教
を
知
ら
な
い
読
者
で
も
、
こ

れ
を
読
ん
で
キ
リ
ス
ト
教
に
ひ
き
ず
り
こ
ん
で
や
ろ
う
」（
「
座
談
会

神
の

沈
黙
と
人
間
の
証
言
」

～

頁
）
な
ど
と
い
う
根
性
も
持
ち
合
わ
せ
な
が
ら
、

65

66

わ
ざ
と
「
業
の
痛
さ
を
刺
激
す
る
よ
う
な
形
で
踏
絵
の
場
面
を
書
」
き
、

「
（
注
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
）
罪
と
い
う
も
の
が
（
注
、
仏
教
的
な
）
業
に
す

り
か
え
ら
れ
」（

頁
）
る
よ
う
に
創
っ
た
の
な
ら
、
発
表
当
時
の
『
沈
黙
』

54

に
対
す
る
賛
否
両
論
に
比
べ
て
、
現
在
『
沈
黙
』
へ
の
修
辞
が
「
誤
解
さ

れ
た
」
と
い
う
表
現
に
定
着
し
て
い
る
（
最
新
版
全
集
年
譜
の
他
、
石
内
徹
編

『
遠
藤
周
作
『
沈
黙
』
作
品
論
集
』
の
「
解
説
」
な
ど
）
と
は
い
え
、
『
沈
黙
』
の

世
界
が
、
粕
谷
を
代
表
と
す
る
懸
念
で
あ
る
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
本
質
的



使
命
の
崩
壊
を
生
む
」
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
改
め
て
き

ち
ん
と
見
極
め
る
努
力
も
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
佐
藤
泰
正
は
次
の
よ
う
に
説
明
づ
け
る
。

氏
は
『
沈
黙
』
の
主
題
を
語
っ
て
、
そ
こ
に
は
ふ
た
つ
の
沈
黙
が
あ

る
と
い
う
。
即
ち
現
実
の
不
条
理
に
対
す
る
神
の
沈
黙
と
、
い
ま
ひ

と
つ
、
弱
さ
の
故
に
こ
ろ
び
、
汚
点
と
し
て
歴
史
の
裡
に
沈
黙
せ
し

め
ら
れ
て
い
る
、
そ
の
沈
黙
の
な
か
か
ら
彼
等
を
呼
び
お
こ
し
た
か

っ
た
の
だ
と
。
恐
ら
く
、
よ
り
強
い
モ
チ
ー
フ
は
後
者
に
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
転
ん
だ
が
故
に
教
会
の
歴
史
か
ら
抹
殺
さ
れ
、
切
り

棄
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
、
そ
の
名
も
な
き
者
の
復
権
こ
そ
、
こ
の
作

を
つ
ら
ぬ
く
作
者
の
昂
ぶ
り
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
キ
リ
ス
ト
の
声

は
踏
ん
だ
後
に
聞
か
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
う
、
椎
名
氏
の
言
葉
は

そ
の
通
り
で
あ
る
。
技
法
的
に
も
、
ま
た
踏
む
こ
と
の
自
己
義
認
の

あ
や
う
さ
か
ら
も
、
ま
さ
し
く
そ
う
あ
る
べ
き
で
あ
っ
た
筈
だ
。
然

し
私
は
、
そ
の
踏
み
出
し
の
一
歩
の
重
さ
に
、
氏
の
昂
ぶ
り
が
あ
っ

た
と
思
う
。（
佐
藤
泰
正
「
二
つ
の
「
沈
黙
」
」
（
「
中
央
公
論
」
昭

年
１
月
号

42

頁
）

66

こ
こ
で
佐
藤
は
、
技
法
的
に
も
神
学
的
に
も
、
あ
の
「
声
」
は
踏
絵
を
踏

む
前
に
聞
か
れ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
と
断
り
つ
つ
、
最
終
的
に
は
作
家

の
姿
勢
を
評
価
す
る
。
こ
の
作
家
の
姿
勢
と
は
、
「
踏
み
棄
て
ら
れ
た
も

の
へ
の
痛
み
」（

頁
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
た
だ
単
に
強
い
布

66

教
意
識
を
持
つ
だ
け
で
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
に
興
味
の
な
い
人
間
を
も
『
沈

黙
』
一
篇
を
も
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
に
引
き
ず
り
込
も
う
と
思
っ
て
取
り
組

ん
だ
『
沈
黙
』
の
評
価
は
、
作
家
の
内
面
に
お
け
る
魂
の
劇
に
重
点
を
お

い
た
評
価
に
偏
っ
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
生
前
の
作
家
に
と
っ
て
、
禁
書

扱
い
を
受
け
る
ほ
ど
の
神
学
的
物
議
を
醸
し
た
作
品
を
、
作
者
の
伴
走
者

の
よ
う
に
読
ん
で
く
れ
る
批
評
家
が
い
た
こ
と
は
幸
福
な
こ
と
で
あ
っ
た

ろ
う
し
、
作
者
が
作
品
に
込
め
た
神
の
信
仰
へ
の
希
求
を
や
み
く
も
に
否

定
し
た
い
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
発
表
当
時
、
あ
れ
ほ
ど
神
学
的
に
論

議
さ
れ
た
作
品
を
、
一
般
の
読
者
が
読
み
飛
ば
し
て
し
ま
っ
た
９
章
以
降

の
部
分
（
切
支
丹
屋
敷
役
人
日
記
）
に
隠
さ
れ
た
真
実
と
し
て
作
者
の
「
思

い
」
を
読
み
取
る
（
山
根
道
公
『
遠
藤
周
作
そ
の
人
生
と
『
沈
黙
』
の
真
実
』

頁
）

304

こ
と
に
徹
す
る
分
析
で
は
、
作
者
が
置
い
た
「
踏
み
石
」（
『
沈
黙
』
）
の
位

置
を
測
れ
ま
い
。

と
は
い
え
、
キ
リ
ス
ト
教
学
を
学
ん
だ
こ
と
の
な
い
小
稿
に
は
、
遠
藤

が
具
体
的
事
例
と
し
て
示
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の
日
本
的
変
容
と
し
て
の
遠

藤
神
学
（
「
赦
し
の
神
」
）
を
、
神
学
的
立
場
か
ら
判
断
す
る
こ
と
は
手
に
余

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
作
者
自
身
が
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
語
っ
た
執
筆
意

図
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
『
沈
黙
』
の
描
写
を
、
詳
ら
か
に
照
合
し
評

価
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
遠
藤
は
は
っ
き
り
し
た
理
論
的

確
信
や
作
品
構
成
上
の
計
算
を
も
っ
て
『
沈
黙
』
を
書
い
た
わ
け
で
は
な

い
（
『
人
生
の
同
伴
者
』

～

頁
）
。
だ
が
、
作
家
自
身
に
よ
る
『
沈
黙
』
語

145

146

り
と
『
沈
黙
』
の
描
写
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
は
、
作
者
が
『
沈
黙
』

と
い
う
文
学
作
品
で
試
み
た
遠
藤
流
宣
教
が
い
か
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

の
か
を
、
立
体
的
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

・
「
赦
し
の
神
」
の
必
須
要
件

―
「
後
ろ
め
た
さ
」
に
つ
い
て



遠
藤
が
「
当
た
り
前
で
し
ょ
う
」
と
訴
え
る
と
こ
ろ
の
「
転
ん
で
も
カ

ト
リ
ッ
ク
は
見
離
さ
れ
ま
せ
ん
」
と
い
う
真
理
は
、
踏
絵
を
踏
ん
だ
者
の

足
の
痛
み
や
後
ろ
め
た
さ
と
い
う
心
情
を
併
せ
持
っ
て
初
め
て
是
と
さ
れ

る
（
「
座
談
会

井
上
神
父
を
か
こ
ん
で
」

頁
。
但
し
、
当
事
者
で
な
い
者
が
そ
の
心

124

情
を
詮
索
し
た
り
「
一
生
日
陰
者
で
い
ろ
」
な
ど
と
い
う
こ
と
は
以
て
の
ほ
か
で
あ
る
）
。

し
か
し
、
『
沈
黙
』
を
転
び
賛
美
の
物
語
と
読
む
場
合
に
は
、
こ
の
「
後

ろ
め
た
さ
」
が
欠
落
す
る
た
め
に
、
非
難
の
対
象
と
な
る
。
つ
ま
り
、
先

に
示
し
た
通
り
、
粕
谷
甲
一
論
で
は
「
あ
の
声
」
が
「
プ
ラ
カ
ー
ド
」
と

な
り
、
上
総
英
郎
論
で
は
「
あ
の
声
に
促
さ
れ
る
ま
ま
に
」
踏
絵
に
足
を

か
け
た
と
、
読
ま
れ
る
。
む
ろ
ん
、
そ
こ
ま
で
の
ロ
ド
リ
ゴ
の
苦
悩
を
思

え
ば
、
作
中
苦
し
み
抜
い
た
上
で
、
日
本
の
信
者
を
思
い
、
踏
み
絵
に
足

を
か
け
た
こ
と
に
疑
い
は
な
い
（
笠
井
秋
生
論
）
。
そ
れ
で
も
な
お
、
井
上

洋
治
神
父
の
も
と
に
、
信
者
か
ら
「
転
ん
だ
方
が
カ
ト
リ
ッ
ク
的
だ
」
と

い
っ
た
、
あ
ら
ぬ
誤
解
と
も
と
れ
る
読
後
感
が
寄
せ
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
、
粕
谷
が
「
プ
ラ
カ
ー
ド
」
と
指
摘
す
る
あ
の
声
が
、
ロ
ド
リ
ゴ

が
踏
絵
に
足
を
か
け
る
前
に
聞
こ
え
、
更
に
は
『
沈
黙
』
末
尾
に
記
さ
れ

た
「
今
日
ま
で
の
人
生
が
あ
の
人
を
語
っ
て
い
た
」
と
い
う
一
文
が
、
ロ

ド
リ
ゴ
の
「
後
ろ
め
た
さ
」
を
凌
ぐ
の
勢
い
を
も
っ
て
読
ま
れ
る
か
ら
で

あ
ろ
う
。
で
は
何
故
、
踏
絵
を
踏
む
前
に
「
踏
む
が
い
い
」
と
聞
こ
え
て

こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

『
沈
黙
』
を
「
書
き
が
い
が
あ
っ
た
」
と
振
り
返
る
作
者
の
言
及
（
「
ひ

と
つ
の
小
説
が
で
き
る
ま
で
」
）
に
、
日
本
人
の
宗
教
心
理
を
表
し
た
も
の
と

し
て
、
時
代
を
経
る
に
つ
れ
て
、
仏
像
の
方
か
ら
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
て

い
く
（

頁
）
と
い
う
変
化
に
共
鳴
を
示
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
こ
の

33

共
鳴
が
、
絵
踏
み
前
に
「
声
」
が
聞
こ
え
て
く
る
こ
と
に
対
す
る
遠
藤
の

遠
回
し
な
回
答
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
神
の
側
か
ら
進
ん
で
助
け
る
と
い

う
順
番
に
す
る
こ
と
が
日
本
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
宗
教
へ
と
な
る
要
素

だ
と
、
浄
土
宗
的
な
部
分
を
取
り
入
れ
て
書
い
た
『
沈
黙
』
や
（
「
座
談
会

井
上
神
父
を
囲
ん
で
」

頁
）
、
そ
れ
以
後
の
か
く
れ
切
支
丹
調
査
（
「
ひ
と
つ

121

の
小
説
が
で
き
る
ま
で
」

～

頁
）
を
通
し
て
確
信
し
た
と
主
張
す
る
の
だ
。

32

33

し
か
し
、
粕
谷
が
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
本
質
的
使
命
の
崩
壊
を
生
む
」

と
問
い
、
北
森
が
「
「
父
な
る
神
」
の
厳
し
い
審
き
と
は
別
に
、
「
母
な
る

、
、

神
」
に
頼
る
」
の
で
あ
れ
ば
、
「
せ
っ
か
く
置
か
れ
た
「
踏
み
石
」
も
あ

ら
ぬ
方
向
へ
と
導
く
も
の
と
な
る
」（
北
森
嘉
蔵
「
『
沈
黙
』
の
神
学

―
何
処
へ

の
踏
み
石
か
」
（
「
月
刊
キ
リ
ス
ト
」
昭

年

月
号
）

頁
）
と
懸
念
す
る
の
は
、

42

2

18

遠
藤
が
『
沈
黙
』
で
提
示
し
た
「
日
本
人
に
も
合
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
」
に

つ
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
が
そ
こ
ま
で
変
容
（
注
、
「
座
談
会

井
上
神
父
を
囲
ん

で
」
で
は
「
浄
土
宗
」
（

頁
）
、
「
座
談
会

神
の
沈
黙
と
人
間
の
証
言
」
で
は
「
浄
土

121

真
宗
」
（

頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
）
す
べ
き
な
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
題
で

54

あ
る
。
こ
の
疑
問
を
遠
藤
の
意
図
（
後
の
遠
藤
に
よ
る
『
沈
黙
』
語
り
の
常
套
句

と
な
る
「
踏
み
絵
を
踏
む
者
の
足
も
痛
い
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
象
徴
的
で
あ
る
）
に

即
し
て
言
い
換
え
る
な
ら
、
「
菩
薩
が
手
を
差
し
伸
べ
る
が
ご
と
く
神
が

「
踏
む
が
よ
い
」
と
促
し
た
時
、
踏
絵
を
前
に
し
た
者
の
心
に
ど
れ
だ
け

の
後
ろ
め
た
さ
が
刻
ま
れ
る
の
か
」
と
い
う
問
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

「
赦
し
の
神
」
と
い
う
視
点
は
、『
沈
黙
』
以
後
、
「
母
な
る
神
」
「
同
伴

者
イ
エ
ス
」
と
し
て
展
開
し
て
い
く
遠
藤
神
学
の
原
点
だ
。
そ
れ
に
対
す

る
粕
谷
の
問
い

―
「
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
本
質
的
使
命
」や
如
何
に
」

―

に
つ
い
て
、
遠
藤
が
強
い
布
教
意
識
を
持
っ
て
『
沈
黙
』
を
書
い
た
の
で



あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
読
み
の
土
壌
が
熟
成
し
て
い
な
い
日
本
の
読
者
の
た

め
に
、
ど
れ
だ
け
注
意
深
く
日
本
的
キ
リ
ス
ト
教
を
提
示
し
た
の
か
と
い

う
視
点
か
ら
捉
え
、
そ
の
評
価
を
導
く
努
力
も
、
一
方
で
は
必
要
と
さ
れ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
主
要
な
『
沈
黙
』
論
を
年
代
順
に
並
べ
、
一
冊
に
ま

と
め
た
石
内
徹
編
『
遠
藤
周
作
『
沈
黙
』
作
品
論
集
』
を
参
照
す
る
と
、
こ
う
し
た
問
い

は
、『
沈
黙
』
発
表
か
ら
時
間
が
経
て
ば
経
つ
ほ
ど
少
な
く
な
っ
て
い
く
）。

江
藤
淳
に
よ
る
『
沈
黙
』
評
へ
の
不
思
議

さ
ま
ざ
ま
あ
っ
た
『
沈
黙
』
論
の
な
か
で
遠
藤
が
特
に
喜
び
、
絶
賛
し

た
の
が
、
江
藤
淳
の
評
（
「
背
教
者
の
苦
悩
と
悦
び
」
（
「
朝
日
新
聞
」
昭

年

月

41

4

日
夕
）
な
ど
）
で
あ
る
。
褒
め
称
え
る
理
由
は
た
だ
一
つ
、
江
藤
が
『
沈

29黙
』
に
母
親
と
の
関
係
性
を
読
み
取
っ
て
く
れ
た
点
で
あ
る
。

こ
の
主
題
（
注
、
主
人
公
が
心
に
抱
い
て
い
た
イ
エ
ス
の
顔
の
変
化
）
を
見
抜

い
て
く
れ
た
の
は
、
江
藤
淳
氏
で
、
彼
が
そ
の
批
評
の
中
で
「
こ
の

踏
絵
の
イ
エ
ス
の
顔
は
、
日
本
の
母
親
の
顔
で
あ
る
。
私
は
遠
藤
氏

の
母
親
に
対
す
る
個
人
的
経
験
に
つ
い
て
は
知
ら
な
い
が
、
し
か
し

こ
こ
に
書
か
れ
た
踏
絵
の
イ
エ
ス
の
顔
の
中
に
は
、
遠
藤
氏
と
母
親

と
の
関
係
が
描
か
れ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
書
い
て
く
れ
た
と
き
、

私
は
長
い
間
、
自
分
が
母
親
か
ら
着
せ
ら
れ
た
洋
服
と
、
ど
の
よ
う

な
戦
い
を
し
て
き
た
か
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
批
評
家
に
よ
っ
て
見

破
ら
れ
た
な
と
思
っ
た
。（
「
異
邦
人
の
苦
悩
」

頁
）

175

遠
藤
に
と
っ
て
、
母
親
と
の
精
神
的
む
す
び
つ
き
が
多
大
な
影
響
を
及
ぼ

し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
に
異
論
は
な
い
。
『
沈
黙
』
で
、
日
本
の
精
神
風
土

に
合
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
を
目
指
し
、
厳
し
く
裁
く
父
の
宗
教
か
ら
優
し
く

許
す
母
の
宗
教
へ
（「
父
の
宗
教
・
母
の
宗
教

―
マ
リ
ア
観
音
に
つ
い
て
」（
「
文
芸
」

昭

年

月
号
）

～

頁
。
こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
『
沈
黙
』
が
巻
き
起
こ
し
た
神
学
的
批

42

1

375

376

判
へ
の
応
答
と
目
さ
れ
て
い
る
。
）
の
転
換
の
第
一
歩
を
図
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、

キ
リ
ス
ト
者
か
ら
は
あ
っ
さ
り
と
「
父
か
ら
母
」
で
は
な
く
「
父
母
的
な

も
の
」
で
あ
る
べ
き
だ
と
否
定
さ
れ
る
（
北
森
嘉
蔵
「
『
沈
黙
』
の
神
学

―
何

処
へ
の
踏
み
石
か
」

頁
）
な
か
で
、
江
藤
淳
が
『
沈
黙
」
に
日
本
人
の
母

18

親
像
を
見
出
し
て
く
れ
た
こ
と
が
、
有
難
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

遠
藤
が
読
み
換
え
た
江
藤
淳
の
評
は
、
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

踏
絵
の
キ
リ
ス
ト
は
、
私
に
は
、
著
し
く
女
性
化
さ
れ
た
キ
リ
ス

ト
、
ほ
と
ん
ど
日
本
の
母
親
の
よ
う
な
存
在
に
見
え
る
。
作
者
が

そ
れ
に
託
し
て
ど
ん
な
に
奥
深
い
個
人
的
体
験
を
語
ろ
う
と
し
て

い
る
の
か
は
知
る
よ
し
も
な
い
が
、
そ
れ
が
比
較
文
化
論
な
ど
と

い
う
言
葉
だ
け
で
は
い
い
あ
ら
わ
せ
ぬ
深
い
肉
体
的
な
感
情
な
の

は
確
実
で
あ
る
。（
「
背
教
者
の
苦
悩
と
悦
び
」
引
用
は
『
遠
藤
周
作
『
沈
黙
』

作
品
論
集
』

～

頁
に
拠
っ
た
）

27

28

江
藤
淳
は
、
踏
絵
に
描
か
れ
た
日
本
人
の
母
親
の
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
の
顔

に
「
比
較
文
化
論
な
ど
と
い
う
言
葉
だ
け
で
は
い
い
あ
ら
わ
せ
ぬ
深
い
肉

体
的
な
」
「
奥
深
い
個
人
的
体
験
」
が
あ
る
と
推
察
し
な
が
ら
、
そ
の
中

身
を
追
求
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
だ
が
遠
藤
は
そ
れ
を
「
母
親
と
の
関
係
」
、

も
し
く
は
「
母
親
か
ら
着
せ
ら
れ
た
洋
服
（
注
、
キ
リ
ス
ト
教
）
と
、
ど
の

よ
う
な
戦
い
を
し
て
き
た
か
」
と
い
う
体
験
と
読
み
換
え
る
。
ま
ず
「
母

親
と
の
関
係
」
と
言
い
換
え
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
江
藤
淳
が
「
ど
ん
な

に
奥
深
い
個
人
的
体
験
を
語
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
は
知
る
よ
し
も
な



い
」
と
、
そ
の
内
実
に
は
興
味
を
示
さ
な
い
（
後
の
論
考
『
成
熟
と
喪
失

―

母
の
崩
壊
』
（
河
出
書
房
新
社

昭

年

月
）
に
お
い
て
も
、
そ
の
内
実
の
探
索
は
行

42

6

っ
て
い
な
い
）
に
も
関
わ
ら
ず
、
作
品
か
ら
作
者
の
原
体
験
（
「
母
親
と
の
関

係
」
）
を
読
み
と
る
精
神
分
析
を
援
用
し
た
作
品
批
評
を
非
難
し
て
き
た

遠
藤
（
フ
ラ
ン
ス
留
学
中
の
日
記
の
他
、「
父
の
宗
教
・
母
の
宗
教
」

頁
）
が
何
故
、

370

敢
え
て
そ
の
よ
う
な
批
評
と
も
と
れ
る
読
み
換
え
方
を
し
た
の
か
が
疑
問

だ
。
更
に
は
、『
沈
黙
』
で
試
み
た
キ
リ
ス
ト
教
の
日
本
的
変
容
を
、
「
キ

リ
ス
ト
教
」
と
い
う
言
葉
を
使
わ
ず
、
遠
藤
な
ら
で
は
の
キ
ー
ワ
ー
ド

（
「
母
」
）
を
使
い
、
「
「
母
親
か
ら
着
せ
ら
れ
た
洋
服
」
と
の
「
戦
い
」」
と

表
現
し
直
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
日
本
的
変
容
の
問
題
に
、
積
極
的
に
「
（
原

体
験
と
し
て
の
）
母
」
と
い
う
表
象
を
加
味
し
て
い
く
。
こ
こ
に
、『
沈
黙
』

以
後
、
「
母
な
る
神
」
を
提
唱
し
て
い
く
遠
藤
の
無
意
識
の
誘
導
を
見
る

の
は
穿
ち
す
ぎ
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
留
意
し
た
い
。

・
「
聖
母
マ
リ
ア
」
と
「
納
戸
神
・
マ
リ
ア
観
音
」
信
仰
へ
の
理
解

昭
和

年

月
号
～
昭
和

年

月
号
の
「
婦
人
画
報
」
に
連
載
し
た

33

4

34

5

「
聖
書
の
な
か
の
女
性
た
ち
」
が
、
昭
和

年

月
に
角
川
書
店
か
ら
単

35

12

行
本
化
さ
れ
た
後
、
約

年
を
経
て
講
談
社
か
ら
出
版
（
昭

年

月
）
さ

10

42

11

れ
る
に
あ
た
り
遠
藤
は
、
あ
と
が
き
に
「
『
哀
歌
』
や
『
沈
黙
』
を
読
ま

れ
た
読
者
に
は
、
私
の
母
胎
が
既
に
こ
の
本
に
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
れ
た

と
思
う
」（
引
用
は
講
談
社
文
庫

昭

年

月

頁
）
と
記
す
。
本
書
に
お
い

47

11

143

て
遠
藤
は
、
新
約
聖
書
に
登
場
す
る
女
性
た
ち
の
哀
し
み
や
苦
し
み
に
、

彼
女
た
ち
の
わ
ず
か
な
振
る
舞
い
か
ら
気
づ
く
イ
エ
ス
に
尊
さ
を
見
出

し
、
ま
た
、
聖
母
マ
リ
ア
を
私
た
ち
の
身
近
な
存
在
へ
と
語
り
直
し
て
い

る
（

頁
、

頁
、

頁
）
。
こ
の
聖
書
の
語
り
直
し
は
、
以
後
、
『
哀
歌
』

73

74

77

や
『
沈
黙
』
だ
け
で
な
く
、
か
く
れ
切
支
丹
の
信
仰
対
象
・
納
戸
神
が
、

農
家
の
母
親
の
絵
姿
を
模
し
て
い
る
こ
と
に
日
本
人
の
宗
教
心
の
中
心
を

見
出
す
遠
藤
神
学
の
、
確
か
な
補
助
線
と
な
っ
て
い
く
（
笠
井
秋
生
「
『
沈

黙
』

―
父
の
宗
教
か
ら
母
の
宗
教
へ
の
転
換
」

～

頁
）
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は

295

296

「
聖
書
の
な
か
の
女
性
た
ち
」
に
お
け
る
聖
母
マ
リ
ア
信
仰
の
遠
藤
理
解

と
『
沈
黙
』
以
後
の
納
戸
神
・
マ
リ
ア
観
音
信
仰
に
つ
い
て
の
そ
れ
を
、

比
較
検
討
す
る
。

「
聖
書
の
な
か
の
女
性
た
ち
」
に
お
い
て
遠
藤
は
、
聖
母
マ
リ
ア
が
西

欧
人
の
母
性
の
象
徴
へ
と
な
っ
て
い
く
の
は
「
自
分
に
与
え
ら
れ
た
運
命

（
注
、
処
女
懐
胎
）
を
（
略
）
は
げ
し
い
心
の
動
揺
と
怖
れ
が
そ
こ
に
あ
っ

た
」
に
せ
よ
「
受
け
入
れ
た
」（

頁
）
こ
と
に
そ
の
出
発
点
を
見
出
す
。

77

布
教
す
る
キ
リ
ス
ト
の
一
行
に
つ
き
従
っ
た
女
性
の
大
部
分
は
み

な
、
過
去
に
お
い
て
人
間
的
な
苦
悩
や
哀
し
み
を
味
わ
い
つ
く
し
た

女
性
た
ち
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。（
略
）
聖
母
マ
リ
ア
も
そ
の
一
人
だ

っ
た
。
彼
女
は
キ
リ
ス
ト
を
生
ん
だ
女
に
は
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、

キ
リ
ス
ト
を
生
ん
だ
か
ら
と
い
っ
て
彼
女
に
は
人
間
的
苦
悩
か
ら
逃

れ
ら
れ
る
特
権
は
な
か
っ
た
。
い
や
、
む
し
ろ
、
遂
に
彼
女
は
誰
よ

り
も
女
性
と
し
て
母
親
と
し
て
一
番
つ
ら
い
人
間
的
苦
悩
を
与
え
ら

れ
た
と
い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。
／
女
と
し
て
一
番
大
き
な
苦
し
み

の
一
つ
は
愛
す
る
者
を
失
う
こ
と
で
す
。
愛
す
る
夫
、
愛
す
る
恋
人

を
失
う
こ
と
で
す
。
母
親
と
し
て
一
番
辛
い
試
練
は
我
が
子
を
失
う

こ
と
で
あ
る
。
マ
リ
ア
に
与
え
ら
れ
た
苦
悩
は
自
分
の
子
で
あ
る
キ



リ
ス
ト
が
屈
辱
と
侮
辱
の
な
か
に
十
字
架
上
で
処
刑
さ
れ
る
の
を
直

視
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
し
た
。
キ
リ
ス
ト
の
死
は
今
日
で
こ

そ
栄
光
あ
る
死
で
す
が
、
あ
の
ゴ
ル
ゴ
ダ
の
丘
の
上
で
は
犬
よ
り
も

も
っ
と
み
じ
め
な
、
恥
か
し
い
死
だ
っ
た
。
そ
ん
な
息
子
の
死
を
母

親
と
し
て
聖
母
マ
リ
ア
は
凝
と
耐
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

じ
つ

る
。
／
（
略
）
マ
リ
ア
の
生
涯
を
見
る
と
、
彼
女
は
自
分
に
与
え
ら

れ
た
運
命
に
決
し
て
逆
ら
お
う
と
し
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
ま
す
。

（

頁
）

96

姦
通
が
死
刑
に
処
せ
ら
れ
る
時
代
に
処
女
懐
胎
し
た
マ
リ
ア
は
、
キ
リ
ス

ト
の
母
と
し
て
の
運
命
を
心
の
葛
藤
が
あ
り
な
が
ら
も
受
け
入
れ
、
粛
々

と
生
き
た
。
そ
の
母
マ
リ
ア
に
、
人
々
の
苦
し
み
や
哀
し
み
に
寄
り
添
う

こ
と
を
試
み
て
き
た
キ
リ
ス
ト
が
、
人
生
の
最
期
に
自
ら
の
人
間
的
な
苦

し
み
を
は
じ
め
て
訴
え
、
弟
子
た
ち
に
「
こ
れ
、
汝
ら
の
母
な
り
」
と
呟

く
（

頁
）
。
こ
の
場
面
を
も
っ
て
マ
リ
ア
は
、
「
キ
リ
ス
ト
の
母
だ
け
で

99

な
く
、（
略
）
す
べ
て
の
母
親
が
わ
が
子
の
苦
し
み
を
自
分
の
背
に
引
き
う

け
る
よ
う
に
、（
略
）
す
べ
て
の
人
間
の
母
に
な
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
」（
100

頁
）
、
西
欧
人
に
と
っ
て
母
性
の
象
徴
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
だ
と
、
遠
藤
は
説
明
す
る
。

一
方
、
長
崎
県
平
戸
地
方
へ
の
か
く
れ
切
支
丹
実
地
調
査
を
踏
ま
え
た

エ
ッ
セ
イ
「
日
本
の
沼
の
中
で

―
か
く
れ
切
支
丹
考
」（
「
野
生
時
代
」
昭

年

～

月
号
）
で
、
か
く
れ
切
支
丹
の
聖
母
マ
リ
ア
へ
の
信
仰
が
生
ま

54

1

6

れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

聖
母
マ
リ
ア
は
か
く
れ
切
支
丹
た
ち
に
と
っ
て
観
念
的
な
存
在
で
は

な
い
。
な
ぜ
な
ら
日
本
人
で
あ
る
彼
等
は
基
督
教
を
知
る
前
か
ら
、

自
分
た
ち
の
家
庭
で
「
母
な
る
も
の
」
を
い
つ
も
感
じ
て
い
た
し
、

自
分
を
育
て
て
く
れ
た
母
親
を
通
し
て
母
な
る
も
の
に
触
れ
て
い
た

か
ら
、
そ
の
母
を
聖
母
マ
リ
ア
に
投
影
で
き
た
の
だ
。（
略
）
／
負
い

目
、
劣
等
感
、
そ
し
て
殉
教
者
た
ち
を
裏
切
っ
て
い
る
と
い
う
屈
辱

感
を
抱
き
つ
づ
け
る
か
く
れ
切
支
丹
た
ち
は
そ
の
悲
し
み
を
う
ち
明

け
る
相
手
を
聖

母
に
求
め
た
。
聖
母
マ
リ
ア
と
は
彼
等
に
と
っ

サ
ン
タ
・
マ
リ
ア

て
イ
エ
ス
の
母
だ
け
で
は
な
く
、
彼
等
弱
者
す
べ
て
の
母
親
と
な
っ

た
。
彼
等
は
聖
母
マ
リ
ア
に
か
つ
て
自
分
の
母
親
が
し
て
く
れ
た
と

同
じ
も
の

―
ど
ん
な
過
ち
も
結
局
は
許
し
て
く
れ
、
悲
し
み
を
慰

め
て
く
れ
、
共
に
苦
し
ん
で
く
れ
た
あ
の
母
の
思
い
出
を
求
め
た
の

で
あ
る
。
／
生
き
な
が
ら
え
る
た
め
に
踏
絵
を
踏
む
辛
さ
。
そ
の
時

の
足
の
痛
さ
。
そ
し
て
殉
教
す
る
勇
気
も
強
さ
も
持
て
ぬ
悲
哀
。
そ

れ
を
聖
母
マ
リ
ア
は
理
解
し
て
く
れ
る
。
彼
等
は
そ
れ
を
願
っ
た
の

で
あ
る
。（
「
日
本
の
沼
の
中
で
」
引
用
は
『
切
支
丹
時
代

―
殉
教
と
棄
教
の

歴
史
』
小
学
館
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

平

年

月

～

頁
に
拠
っ
た
）

4

2

206

209

遠
藤
が
日
本
人
の
宗
教
意
識
の
中
心
を
見
出
そ
う
と
努
め
た
か
く
れ
切
支

丹
た
ち
が
篤
く
信
仰
す
る
マ
リ
ア
観
音
や
納
戸
神
に
見
出
さ
れ
る
の
は
、

「
ど
ん
な
過
ち
も
結
局
は
許
し
て
く
れ
、
悲
し
み
を
慰
め
て
く
れ
、
共
に

苦
し
ん
で
く
れ
た
あ
の
母
の
思
い
出
」
に
あ
る
。
だ
が
、
先
に
示
し
た
よ

う
に
、
聖
母
マ
リ
ア
が
母
性
の
象
徴
と
な
る
に
は
、
イ
エ
ス
の
母
と
い
う

運
命
に
従
い
ぬ
く
な
か
で
育
ま
れ
た
「
聖
性
」
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。

つ
ま
り
、
遠
藤
は
か
く
れ
切
支
丹
の
信
仰
に
関
し
て
母
子
関
係
は
語
っ
て

も
、
新
約
聖
書
に
お
け
る
聖
母
マ
リ
ア
が
見
せ
た
イ
エ
ス
の
母
と
な
る
こ

と
に
よ
る
苦
し
み
・
哀
し
み
の
全
て
を
受
け
入
れ
る
尊
き
行
為
に
よ
っ
て



「
人
間
的
な
も
の
か
ら
、
人
間
を
こ
え
る
も
の
に
高
ま
」（
「
聖
書
の
な
か
の

女
性
た
ち
」

頁
）
る
「
聖
性
」
に
つ
い
て
は
語
っ
て
い
な
い
。
キ
リ
ス
ト

97

教
の
根
幹
と
な
る
「
聖
性
（
霊
性
）
」
が
見
い
だ
せ
な
い
な
か
で
な
お
、
か

く
れ
切
支
丹
に
お
け
る
「
母
の
宗
教
（
納
戸
神
・
マ
リ
ア
観
音
信
仰
）
」
を
強

調
す
る
の
は
、
遠
藤
が
切
支
丹
時
代
の
宣
教
師
た
ち
が
伝
え
た
教
え
は
、

新
約
聖
書
に
含
ま
れ
る
母
の
宗
教
の
側
面
で
は
な
く
、
旧
約
聖
書
的
な
厳

し
く
裁
く
父
の
宗
教
だ
っ
た
た
め
に
、
転
び
者
た
ち
が
優
し
く
許
し
て
く

れ
る
対
象
（
聖
母
マ
リ
ア
）
を
見
い
出
し
、
縋
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
推

測
す
る
（

頁
）
た
め
だ
（
こ
の
こ
と
は
、
本
格
的
な
か
く
れ
切
支
丹
調
査
に
入
る

208

以
前
、
「
座
談
会

井
上
神
父
を
囲
か
こ
ん
で
」（

～

頁
）
や
「
座
談
会

神
の
沈
黙

126

128

と
人
間
の
証
言
」（

～

頁
）
な
ど
で
も
強
調
し
て
い
る
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
キ

63

65

リ
ス
ト
教
を
「
父
母
的
な
も
の
と
し
た
」（
「
父
の
宗
教
・
母
の
宗
教
」

頁
）

377

新
約
聖
書
の
世
界
か
ら
、
更
に
日
本
化
し
た
具
体
的
様
相
と
し
て
か
く
れ

切
支
丹
の
信
仰
を
把
握
す
る
と
き
、
聖
母
マ
リ
ア
信
仰
の
成
立
要
件
と
し

て
あ
る
「
聖
性
」
が
欠
如
し
、
遠
藤
自
身
、
「
基
督
教
で
は
な
い
こ
と
は

は
っ
き
り
理
解
で
き
る
」（
「
日
本
の
沼
の
中
で
」

頁
）
と
断
言
す
る
か
く
れ

146

切
支
丹
の
マ
リ
ア
へ
の
思
慕
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
名
残
り
を
認
め
る
こ
と

が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
遠
藤
は
こ
の
疑
問
に
答
え
る
た
め
、
か
く
れ
切

支
丹
を
浄
土
真
宗
と
比
較
す
る
。
そ
し
て
、
か
く
れ
切
支
丹
の
信
仰
に
お

け
る
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
へ
の
よ
す
が
を
、
祈
る
者
の
「
裏
切
り
の
意
識
」

と
「
後
悔
と
許
し
の
信
仰
」
に
見
出
し
（
「
日
本
の
沼
の
な
か
で
」

～

頁
）
、

203

204

そ
こ
に
キ
リ
ス
ト
教
と
し
て
の
最
後
の
拠
り
所
を
求
め
た
。

・
「
後
ろ
め
た
さ
」
の
行
方
と
『
沈
黙
』

遠
藤
に
よ
る
聖
母
マ
リ
ア
信
仰
・
マ
リ
ア
観
音
（
納
戸
神
）
信
仰
の
生

成
理
解
を
踏
ま
え
、
改
め
て
絵
踏
み
の
場
面
の
ロ
ド
リ
ゴ
の
「
後
ろ
め
た

さ
」
の
描
写
に
つ
い
て
、
捉
え
直
し
て
み
た
い
。
絵
踏
み
の
場
面
の
描
写

は
こ
う
で
あ
る
。

「
お
前
は
今
ま
で
誰
も
し
な
か
っ
た
最
も
大
き
な
愛
の
行
為
を
や
る

の
だ
か
ら
…
…
」
ふ
た
た
び
フ
ェ
レ
イ
ラ
は
先
程
と
同
じ
言
葉
を
司

祭
の
耳
も
と
に
甘
く
囁
い
た
。
「
教
会
の
聖
職
者
た
ち
は
お
前
を
裁

く
だ
ろ
う
。
わ
し
を
裁
い
た
よ
う
に
お
前
は
彼
等
か
ら
追
わ
れ
る
だ

ろ
う
。
だ
が
教
会
よ
り
も
、
布
教
よ
り
も
、
も
っ
と
大
き
な
も
の
が

あ
る
。
お
前
が
今
や
ろ
う
と
す
る
の
は
…
…
」
／
踏
絵
は
今
、
彼
の

足
も
と
に
あ
っ
た
。（
略
）
／
黎
明
の
ほ
の
か
な
光
。
光
は
む
き
出
し

に
な
っ
た
司
祭
の
鷄
の
よ
う
な
首
と
鎖
骨
の
浮
い
た
肩
に
さ
し
た
。

司
祭
は
両
手
で
踏
絵
を
も
ち
あ
げ
、
顔
に
近
づ
け
た
。
人
々
の
多
く

の
足
に
踏
ま
れ
た
そ
の
顔
に
自
分
の
顔
を
お
し
あ
て
た
か
っ
た
。
踏

絵
の
な
か
の
あ
の
人
は
多
く
の
人
間
に
踏
ま
れ
た
た
め
に
磨
滅
し
、

凹
ん
だ
ま
ま
司
祭
を
悲
し
げ
な
眼
差
し
で
見
つ
め
て
い
る
。
そ
の
眼

か
ら
は
ま
さ
に
ひ
と
し
ず
く
涙
が
こ
ぼ
れ
そ
う
だ
っ
た
。
／
「
あ
あ
」

と
司
祭
は
震
え
た
。
「
痛
い
」
／
「
ほ
ん
の
形
だ
け
の
こ
と
だ
。
形

な
ど
ど
う
で
も
い
い
こ
と
で
は
な
い
か
」
通
辞
は
興
奮
し
、
せ
い
て

い
た
。
「
形
だ
け
踏
め
ば
よ
い
こ
と
だ
」
／
司
祭
は
足
を
あ
げ
た
。

足
に
鈍
い
重
い
痛
み
を
感
じ
た
。
そ
れ
は
形
だ
け
の
こ
と
で
は
な
か

っ
た
。
自
分
は
今
、
自
分
の
生
涯
の
中
で
最
も
美
し
い
と
思
っ
て
き

た
も
の
、
最
も
聖
ら
か
と
信
じ
た
も
の
、
最
も
人
間
の
理
想
と
夢
に



み
た
さ
れ
た
も
の
を
踏
む
。
こ
の
足
の
痛
み
。
そ
の
時
、
踏
む
が
い

い
と
銅
版
の
あ
の
人
は
司
祭
に
む
か
っ
て
言
っ
た
。
踏
む
が
い
い
。

お
前
の
足
の
痛
さ
を
こ
の
私
が
一
番
よ
く
知
っ
て
い
る
。
踏
む
が
い

い
。
私
は
お
前
た
ち
に
踏
ま
れ
る
た
め
、
こ
の
世
に
生
れ
、
お
前
た

ち
の
痛
さ
を
分
つ
た
め
十
字
架
を
背
負
っ
た
の
だ
。
／
こ
う
し
て
司

祭
が
踏
絵
に
足
を
か
け
た
時
、
朝
が
来
た
。
鷄
が
遠
く
で
鳴
い
て
い

た
。（

頁
）

312

こ
の
後
に
、
い
わ
ゆ
る
「
切
支
丹
屋
敷
役
人
日
記
」
と
呼
ば
れ
る
部
分
が

続
き
、
ロ
ド
リ
ゴ
が
心
の
中
で
は
信
仰
を
棄
て
ず
、
後
悔
の
念
に
苛
ま
れ

な
が
ら
そ
の
後
の
人
生
を
生
き
た
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
了
解
し
て

い
る
。
ま
た
遠
藤
が
、
『
沈
黙
』
発
表
当
時
、
批
評
家
が
こ
の
部
分
を
読

ん
で
く
れ
な
か
っ
た
と
嘆
い
た
（
遠
藤
周
作
×
三
好
行
雄
「
文
学

―
弱
者
の
論

理
」
（
「
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
」
昭

年

月
号
）

頁
）
こ
と
も
承
知
し
て

48

2

22

い
る
。
に
も
関
ら
ず
こ
の
部
分
だ
け
を
引
用
し
た
の
は
、
『
沈
黙
』
に
お

い
て
提
示
し
た
「
赦
し
の
神
」
以
後
、
か
く
れ
切
支
丹
調
査
を
経
て
発
展

し
た
遠
藤
神
学
・
「
哀
し
み
の
聖
母
」（
「
母
な
る
も
の
」「
新
潮
」
昭

年

月
号
）

44

1

と
の
考
察
に
お
い
て
、
後
者
に
は
「
声
」
が
全
く
描
か
れ
な
い
こ
と
が
わ

か
る
か
ら
で
あ
る
。
『
沈
黙
』
に
お
い
て
は
、
棄
教
後
の
ロ
ド
リ
ゴ
に
つ

い
て
書
か
れ
た
部
分
（「
切
支
丹
屋
敷
役
人
日
記
」
）
も
、「
声
」
が
雄
弁
に
「
あ

の
人
（
イ
エ
ス
）
」
を
物
語
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
「
赦
し
の
神
」
と
「
哀

し
み
の
聖
母
」
の
比
較
考
察
に
は
、
最
初
に
「
声
」
が
響
く
こ
の
場
面
の

み
で
十
分
だ
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

短
編
「
母
な
る
も
の
」
で
、
主
人
公
の
「
私
」
は
、
長
崎
の
か
く
れ
切

支
丹
に
納
戸
神
を
見
せ
て
も
ら
う
。
す
る
と
そ
こ
に
描
か
れ
た
農
婦
の
顔

が
、
主
人
公
の
母
の
思
い
出
に
溶
け
合
い
、
「
哀
し
み
の
聖
母
」
像
と
な

る
。
こ
の
場
面
は
、
次
の
よ
う
に
創
ら
れ
る
。

私
は
そ
の
不
器
用
な
手
で
描
か
れ
た
母
親
の
顔
（
注
、
納
戸
神
）
か
ら

し
ば
し
、
眼
を
離
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
彼
等
（
注
、
か
く
れ
切

支
丹
）
は
こ
の
母
の
絵
に
む
か
っ
て
、
節
く
れ
だ
っ
た
手
を
合
わ
せ

て
、
許
し
の
オ
ラ
シ
ョ
を
祈
っ
た
の
だ
。
彼
等
も
ま
た
、
こ
の
私
と

同
じ
思
い
だ
っ
た
か
と
い
う
感
慨
が
胸
に
こ
み
あ
げ
て
き
た
。
昔
、

宣
教
師
た
ち
は
父
な
る
神
の
教
え
を
も
っ
て
波
濤
万
里
、
こ
の
国
に

や
っ
て
き
た
が
、
そ
の
父
な
る
神
の
教
え
も
、
宣
教
師
た
ち
が
追
い

払
わ
れ
、
教
会
が
毀
さ
れ
た
あ
と
、
長
い
歳
月
の
間
に
日
本
の
か
く

れ
た
ち
の
な
か
で
い
つ
か
身
に
つ
か
ぬ
も
の
を
棄
て
さ
り
も
っ
と
も

日
本
の
宗
教
の
本
質
的
な
も
の
で
あ
る
、
母
へ
の
思
慕
に
変
っ
て
し

ま
っ
た
の
だ
。
私
は
そ
の
時
、
自
分
の
母
の
こ
と
を
考
え
、
母
は
ま

た
私
の
そ
ば
に
灰
色
の
翳
の
よ
う
に
立
っ
て
い
た
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

を
弾
い
て
い
る
姿
で
も
な
く
、
ロ
ザ
リ
オ
を
く
っ
て
い
る
姿
で
も
な

く
、
両
手
を
前
に
合
わ
せ
、
少
し
哀
し
げ
な
眼
を
し
て
私
を
み
つ
め

な
が
ら
立
っ
て
い
た
。（
「
母
な
る
も
の
」
『
遠
藤
周
作
文
学
全
集

』
平

年

8

11

月

頁
）

12

55

『
沈
黙
』
の
絵
踏
み
の
場
面
に
お
け
る
「
赦
し
の
神
」
の
描
写
と
の
比
較

に
お
い
て
考
え
る
と
、
そ
の
違
い
は
「
声
」
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ

う
。
「
哀
し
み
の
聖
母
」
は
、「
母
へ
の
思
慕
」
の
変
形
と
し
て
存
在
し
、

「
私
（
注
、
祈
る
者
）
の
そ
ば
に
（
略
）
み
つ
め
な
が
ら
立
っ
て
い
」
る
だ

け
の
幻
影
と
し
て
創
ら
れ
て
い
る
。
更
に
は
、
引
用
部
分
に
至
る
ま
で
の

間
、
短
編
「
母
な
る
も
の
」
に
お
い
て
語
ら
れ
る
「
母
の
思
い
出
」
は
、



音
楽
家
と
し
て
一
つ
の
音
を
探
し
続
け
る
た
め
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
弾
い

て
い
る
」
烈
し
い
女
で
あ
り
、
ま
た
父
に
棄
て
ら
れ
た
哀
し
み
を
信
仰
に

向
け
一
心
に
「
ロ
ザ
リ
オ
を
く
っ
て
い
る
」
女
の
姿
で
あ
る
。
加
え
て
、

こ
こ
に
提
示
さ
れ
る
母
の
思
い
出
は
、
決
し
て
優
し
く
許
し
て
く
れ
る
よ

う
な
存
在
で
は
な
い
。
自
分
の
信
じ
た
道
（
音
楽
・
信
仰
）
に
厳
し
く
生
き

た
母
に
対
し
、
不
甲
斐
無
い
自
分
の
生
を
思
う
時
、
短
編
「
母
な
る
も
の
」

で
は
、
そ
れ
が
迫
害
下
に
棄
教
し
た
裏
切
り
者
の
子
孫
で
あ
る
か
く
れ
切

支
丹
の
納
戸
神
信
仰
と
相
ま
っ
て
、
「
哀
し
み
の
聖
母
」
の
眼
差
し
へ
と

変
容
し
て
い
く
。
後
悔
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
優
し
く
許
し
て
欲
し
い
と
願

う
主
人
公
の
願
い
は
、
決
し
て
優
し
く
許
し
て
く
れ
た
だ
け
で
は
な
い
母

と
の
思
い
出
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
創
ら
れ
て
い
る
（
母
の
思

い
出
を
主
人
公
の
夢
で
表
現
さ
せ
「
精
神
分
析
な
ど
詳
し
く
な
い
私
に
は
こ
う
し
た
夢
が

い
っ
た
い
、
な
に
を
意
味
す
る
の
か
わ
か
ら
な
い
」
（

頁
）
と
創
る
部
分
な
ど
に
、
先

36

述
し
た
江
藤
淳
の
評
と
の
関
連
を
み
る
）
。
つ
ま
り
、「
哀
し
み
の
聖
母
」
像
は
、

『
沈
黙
』
以
後
の
本
格
的
な
か
く
れ
切
支
丹
調
査
に
よ
っ
て
把
握
し
た
「
後

悔
と
許
し
の
信
仰
」
を
、
余
す
こ
と
な
く
物
語
に
組
み
込
ん
で
創
っ
た
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
に
対
し
『
沈
黙
』
で
あ
る
。
先
の
引
用
に
お
け
る
踏
絵
の
キ
リ
ス

ト
も
、
祈
る
者
（
ロ
ド
リ
ゴ
）
に
対
し
て
悲
し
げ
な
眼
差
し
を
向
け
て
い
た
。

だ
が
そ
れ
と
同
時
に
「
踏
む
が
い
い
。
お
前
の
足
の
痛
さ
を
こ
の
私
が
一

番
よ
く
知
っ
て
い
る
。
踏
む
が
い
い
。
私
は
お
前
た
ち
に
踏
ま
れ
る
た
め
、

こ
の
世
に
生
れ
、
お
前
た
ち
の
痛
さ
を
分
つ
た
め
十
字
架
を
背
負
っ
た
の

だ
」
と
呼
び
か
け
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
の
信
徒
の
た
め
に
棄

教
す
る
こ
と
は
「
今
ま
で
誰
も
し
な
か
っ
た
最
も
大
き
な
愛
の
行
為
」（
312

頁
）
だ
と
い
う
大
義
名
分
ま
で
与
え
る
か
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
た
。

祈
る
者
の
「
後
ろ
め
た
さ
」
を
必
要
以
上
に
和
ら
げ
る
可
能
性
の
あ
る
こ

の
「
声
」
の
描
写
に
、「
哀
し
み
の
聖
母
」
像
と
の
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

『
沈
黙
』
が
第
二
回
谷
崎
潤
一
郎
賞
（
昭

年
）
を
受
賞
し
た
時
の
選
評

41

に
お
い
て
、
三
島
由
紀
夫
は
「
遠
藤
氏
の
最
高
傑
作
」
と
し
つ
つ
も
「
末

尾
の
「
あ
の
人
は
沈
黙
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
主
題
の
転

換
に
は
、
な
お
疑
問
が
残
る
」
と
い
い
、
「
神
の
沈
黙
を
沈
黙
の
ま
ま
描

い
て
突
っ
放
す
の
が
文
学
で
は
な
い
の
か
？
そ
れ
へ
の
怨
み
と
慨
き
だ
け

で
筆
を
措
く
の
が
、
文
学
の
守
る
べ
き
限
界
で
は
な
い
の
か
」（
「
中
央
公

論
」
昭

年

月
号
、
引
用
は
『
遠
藤
周
作
『
沈
黙
』
作
品
論
集
』

頁
に
拠
っ
た
）

41

11

63

と
の
見
解
を
示
し
た
。
ま
た
亀
井
勝
一
郎
も
『
沈
黙
』
初
版
本
付
録
に
掲

載
さ
れ
た
「
感
想
」
で
、
「
最
後
ま
で
基
督
を
し
て
沈
黙
せ
し
め
よ
（
ロ

ド
リ
ゴ
の
発
言
を
封
ぜ
よ
と
い
う
こ
と
だ
。
）
と
私
は
言
い
た
い
」（
引
用

は
『
遠
藤
周
作
『
沈
黙
』
作
品
論
集
』

頁
）
と
願
っ
た
。
ど
ち
ら
も
と
て
も
短

7

い
評
で
あ
る
し
、
彼
ら
の
発
言
の
真
意
ま
で
は
計
り
か
ね
る
も
の
の
、
こ

れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
祈
る
者
の
「
後
ろ
め
た
さ
」
を
必
要
条
件
と
す

る
「
赦
し
の
神
」
を
描
く
の
な
ら
、
神
の
沈
黙
に
耐
え
て
こ
そ
、
よ
り
一

層
ロ
ド
リ
ゴ
の
「
後
ろ
め
た
さ
」
が
際
立
ち
、
こ
の
後
悔
の
念
が
ロ
ド
リ

ゴ
へ
の
恩
寵
（
「
踏
む
が
い
い
」
）
に
繋
が
る
と
読
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
む
ろ
ん
ロ
ド
リ
ゴ
が
、
殉
教
覚
悟
で
日
本
に
密
入
国
し
た
宣
教

師
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
「
今
ま
で
誰
も
し
な
か
っ
た
最
も
大
き
な

愛
の
行
為
」
や
「
踏
む
が
い
い
」
と
い
う
声
が
、
一
見
「
プ
ラ
カ
ー
ド
」

（
粕
谷
甲
一
）
の
よ
う
に
見
え
よ
う
と
も
、
求
道
を
志
し
た
ロ
ド
リ
ゴ
に
と

っ
て
、
そ
れ
ら
の
言
葉
が
あ
っ
て
も
、
転
ん
だ
自
分
に
想
像
を
絶
す
る
後



悔
の
念
が
生
じ
た
と
捉
え
る
の
が
素
直
な
読
み
方
だ
と
も
思
う
。
し
か
し
、

読
み
手
の
土
壌
が
熟
成
し
て
い
な
い
読
者
の
た
め
に
ど
れ
だ
け
注
意
深
く

日
本
的
キ
リ
ス
ト
教
が
提
唱
さ
れ
た
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
考
え
た
時
、

た
だ
む
や
み
や
た
ら
に
赦
す
（
「
浄
土
（
真
）
宗
」
）
の
で
は
な
く
、
後
ろ
め

た
さ
が
募
り
続
け
る
者
（
棄
教
者
）
に
神
の
愛
（
「
赦
し
の
神
」
）
が
降
り
注
ぐ

日
本
的
キ
リ
ス
ト
教
を
提
示
し
よ
う
と
し
た
の
な
ら
、
「
声
」
を
絵
踏
み

前
、
も
し
く
は
同
時
に
響
か
せ
た
と
い
う
の
は
、
表
現
と
し
て
妥
当
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
遠
藤
が
、
「
（
注
、
基
督
の
声
を
封
じ
る
こ
と
は
）
「
作

品
」
の
中
止
を
す
す
め
る
よ
う
な
結
果
に
な
る
」（
亀
井
勝
一
郎
「
感
想
」
7

頁
）
と
訴
え
た
に
せ
よ
、
こ
の
点
は
、
そ
の
後
遠
藤
神
学
の
流
れ
（
「
赦
し

の
神
」
か
ら
「
哀
し
み
の
聖
母
」
へ
）
の
な
か
に
『
沈
黙
』
を
お
い
て
眺
め
て

な
お
、
疑
問
と
し
て
残
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ま
で
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
『
沈
黙
』
の
踏
絵
の
キ
リ
ス
ト
は

眼
差
す
だ
け
で
な
く
語
っ
て
い
た
。
し
か
し
『
沈
黙
』
の
前
奏
曲
で
あ
る

『
哀
歌
』
に
登
場
す
る
動
物
た
ち
や
、
『
沈
黙
』
か
ら
展
開
さ
れ
た
短
編

「
母
な
る
も
の
」
に
お
け
る
哀
し
み
の
聖
母
は
、
苦
し
む
者
・
祈
る
者
の

哀
し
み
に
寄
り
添
う
眼
差
し
を
む
け
る
の
み
で
あ
っ
た
。
「
声
」
の
描
写

に
関
す
る
こ
の
揺
れ
動
き
（
『
哀
歌
』
で
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ
（
動
物
の
眼
）
を
使
っ

て
キ
リ
ス
ト
の
眼
差
し
を
表
現
し
た
が
読
み
落
と
さ
れ
る
。
→
『
沈
黙
』
で
は
も
っ
と
ダ

イ
レ
ク
ト
に
書
こ
う
と
思
い
、
踏
絵
の
キ
リ
ス
ト
の
眼
差
し
を
そ
の
ま
ま
使
う
。
更
に
念

を
入
れ
て
踏
絵
の
イ
エ
ス
に
語
ら
せ
た
。と
こ
ろ
が
そ
の
た
め
に
転
び
賛
美
と
読
ま
れ
た
。

→
短
編
「
母
な
る
も
の
」
で
は
哀
し
み
聖
母
像
に
そ
の
眼
差
し
を
託
す
表
現
に
戻
し
た
）

が
生
じ
た
原
因
を
、
『
沈
黙
』
で
読
み
取
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
が
た
め

に
転
び
賛
美
と
「
誤
解
」
さ
れ
た
、
祈
る
者
の
「
後
ろ
め
た
さ
」
と
い
う

心
情
に
注
意
し
た
た
め
な
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。
残
念
な
が
ら
断

定
す
る
に
は
根
拠
に
乏
し
い
が
、
今
後
遠
藤
作
品
に
お
け
る
「
信
仰
」
に

つ
い
て
考
察
を
深
め
る
に
あ
た
っ
て
、
注
意
し
て
い
く
べ
き
表
現
の
変
化

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

終
わ
り
に

『
沈
黙
』
を
傑
作
だ
と
し
つ
つ
も
、
踏
絵
の
場
面
に
お
け
る
声
の
描
き

方
に
疑
問
を
呈
す
る
論
者
に
佐
古
純
一
郎
が
い
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で

あ
り
、
佐
藤
泰
正
と
同
じ
く
遠
藤
文
学
の
よ
き
理
解
者
で
も
あ
る
彼
は
次

の
よ
う
な
希
望
を
示
し
た
。

こ
ん
な
勝
手
な
こ
と
を
い
っ
て
も
い
た
し
か
た
な
い
が
、
私
の
信
仰

的
リ
ア
リ
ズ
ム
か
ら
の
願
い
を
の
べ
る
と
、
こ
こ
で
「
踏
む
が
い
い
」

と
イ
エ
ス
に
い
わ
せ
な
い
で
、
内
に
苦
し
み
も
だ
え
な
が
ら
、
ロ
ド

リ
ゴ
神
父
に
踏
絵
を
踏
ま
せ
て
ほ
し
い
の
で
あ
る
。
「
足
の
痛
さ
」

と
い
う
こ
と
な
ら
、
そ
の
ほ
う
が
よ
ほ
ど
痛
み
は
は
げ
し
い
だ
ろ
う

か
ら
。
つ
ま
り
、
イ
エ
ス
の
顔
を
踏
む
と
い
う
行
為
の
中
で
は
、
や

は
り
神
に
沈
黙
を
破
っ
て
ほ
し
く
な
い
の
で
あ
る
。
あ
の
ロ
ド
リ
ゴ

に
対
す
る
イ
エ
ス
の
こ
と
ば
は
、踏
ん
で
し
ま
っ
た
ロ
ド
リ
ゴ
の
「
足

の
痛
み
」
に
向
か
っ
て
投
げ
掛
け
て
ほ
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
「
そ

の
足
の
痛
さ
だ
け
で
い
い
の
だ
。
私
は
お
ま
え
の
痛
さ
と
苦
し
み
を

わ
か
ち
あ
う
。
ロ
ド
リ
ゴ
よ
、
私
か
ら
離
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
…
…
。
」

と
そ
ん
な
ふ
う
に
「
愛
の
ま
な
ざ
し
」
を
注
ぐ
か
た
ち
で
沈
黙
を
破

っ
て
ほ
し
か
っ
た
の
で
あ
る
…
…
。（
佐
古
純
一
郎
「『
沈
黙
』
に
つ
い
て
」



（
「
世
紀
」
昭

年

月
号

頁
））

41

9

78

ロ
ド
リ
ゴ
の
「
足
の
痛
み
」
、
つ
ま
り
「
後
ろ
め
た
さ
」
を
よ
り
際
立
た

せ
る
た
め
に
も
、
あ
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
の
は
踏
ん
だ
後
が
よ
か
っ
た

と
い
う
。
こ
の
こ
と
を
椎
名
麟
三
は
「
文
学
的
な
技
術
的
な
表
現
の
問
題
」

と
し
て
「
踏
ん
で
か
ら
（
略
）
い
い
よ
踏
ん
で
よ
か
っ
た
ん
だ
よ
」
と
「
聞

こ
え
て
ほ
し
い
」（
久
山
康
×
椎
名
麟
三
他
「
沈
黙
に
つ
い
て
」（
「
兄
弟
」
昭

年
41

10

月
号
）

頁
）
と
望
ん
だ
。
こ
う
し
た
希
望
的
異
論
は
、
遠
藤
が
こ
の
場
面

17

を
も
っ
て
強
調
し
た
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
恩
寵
理
解
の
差
異
か
ら
発
せ

ら
れ
る
。
ま
た
「
座
談
会

井
上
神
父
を
か
こ
ん
で
」
で
三
浦
朱
門
は
、

従
来
踏
絵
を
踏
む
こ
と
に
つ
い
て
安
易
に
否
定
し
か
し
て
こ
な
か
っ
た
キ

リ
ス
ト
教
会
に
対
し
て
、
遠
藤
が
「
大
へ
ん
微
妙
な
人
間
的
問
題
」（

頁
）

125

を
扱
い
、
「
踏
ん
で
も
い
い
」
と
い
う
見
解
を
示
し
た
こ
と
は
評
価
し
つ

つ
、
絵
踏
み
場
面
の
描
か
れ
方
が
「
根
本
的
な
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
か
ら
離
れ

な
い
か
」（

頁
）
を
問
う
。
そ
れ
に
対
し
作
者
の
明
確
な
答
え
は
示
さ
れ

122

ず
、
「
危
険
を
は
ら
ん
で
い
る
こ
と
は
た
し
か
だ
」
け
れ
ど
、「
爆
弾
を
は

ら
ん
で
い
な
い
文
学
な
ん
て
あ
る
も
の
か
」（

頁
）
と
踏
み
石
で
あ
る
こ

125

と
が
主
張
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
短
編
「
母
な
る
も
の
」
で
哀
し
み
の
聖
母
像
を
、
更

に
は
『
侍
』（
新
潮
社

昭

年

月
）
で
同
伴
者
イ
エ
ス
像
を
確
立
し
た
後

55

4

に
行
わ
れ
た
佐
藤
泰
正
と
の
対
談
に
お
い
て
「
神
学
的
に
み
た
ら
あ
す
こ

（
注
、『
沈
黙
』
の
絵
踏
み
の
場
面
）
の
是
非
が
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
け

れ
ど
も
、
小
説
的
に
言
っ
て
あ
す
こ
が
、
後
に
な
っ
て
あ
の
声
が
聞
こ
え

た
と
し
た
な
ら
ば
、
小
説
的
に
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
よ
う
に
お
も
い
ま

す
。
」（
『
人
生
の
同
伴
者
』

頁
）
と
、
表
現
の
問
題
に
つ
い
て
の
み
答
え
た

146

こ
と
は
、
「
遠
藤
神
学
（
遠
藤
作
得
品
に
お
け
る
信
仰
の
問
題
）
」
を
「
キ
リ
ス

ト
教
の
本
質
か
ら
の
距
離
」
と
い
う
点
か
ら
考
え
る
時
、
興
味
深
い
。
今

後
の
課
題
と
な
る
が
、
こ
の
発
言
に
ま
つ
わ
る
吉
本
隆
明
の
遠
藤
文
学
に

お
け
る
文
体
解
釈
を
紹
介
し
て
、
小
稿
を
終
え
た
い
。

作
者
の
〈
信
〉
の
構
造
に
け
ち
を
つ
け
る
所
存
は
毛
頭
な
い
が
、

わ
た
し
は
『
沈
黙
』
も
『
侍
』
も
か
な
り
な
度
合
で
通
俗
的
な
作
品

で
あ
る
と
お
も
う
。
そ
し
て
こ
の
通
俗
性
は
、
作
者
の
聖
書
理
解
、

し
い
て
い
え
ば
イ
エ
ス
理
解
に
か
か
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
も

し
イ
エ
ス
が
、
こ
の
作
者
が
『
侍
』
や
「
授
賞
式
の
夜
」
に
描
い
て

い
る
よ
う
に
、
人
間
が
心
情
と
現
実
の
窮
地
に
た
っ
た
と
き
に
影
が

添
う
よ
う
に
内
面
に
添
っ
て
く
れ
る
存
在
に
す
ぎ
な
い
な
ら
ば
、
そ

れ
は
老
い
た
翁
や
嫗
が
信
ず
る
仏
菩
薩
で
あ
っ
て
も
、
若
者
が
抱
く

母
親
や
恋
人
の
面
影
で
あ
っ
て
も
、
よ
う
す
る
に
支
柱
と
な
る
幻
影

で
あ
れ
ば
な
ん
で
も
い
い
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
窮
地
、
苦
境
、

危
機
に
お
け
る
内
面
の
支
柱
と
い
う
概
念
は
、
近
代
以
降
に
お
け
る

す
べ
て
の
宗
教
的
あ
る
い
は
唯
物
的
〈
信
〉
に
お
け
る
普
遍
的
な
心

情
の
基
盤
に
ち
が
い
な
い
。（
略
）
近
代
以
降
に
お
け
る
〈
信
〉
の
パ

タ
ー
ン
を
意
味
す
る
以
外
の
も
の
で
は
な
い
。（『
空
虚
と
し
て
の
主
題
』

福
武
書
店

昭
和

年

月

頁
）

57

4

163

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
に
興
味
を
も
っ
て
い
な
い
人
に
も
わ

か
る
「
日
本
人
に
合
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
」
を
具
体
的
に
小
説
化
す
る
こ
と

が
遠
藤
の
執
筆
基
盤
で
あ
っ
た
。
そ
の
最
初
の
到
達
点
が
『
沈
黙
』
で
あ

る
。
そ
の
上
梓
後
、
物
議
を
醸
し
、
問
わ
れ
た
の
は
、
小
稿
で
確
認
し
て

き
た
通
り
、
『
沈
黙
』
が
示
し
た
も
の
（
「
沈
黙
の
声
」
）
が
キ
リ
ス
ト
教
の



本
質
か
ら
離
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
「
キ
リ
ス
ト
に

対
す
る
信
頼
（
略
）
を
崩
し
て
い
な
い
か
ら
こ
そ
、
大
胆
な
試
み
を
し
た
」

（
「
座
談
会

神
の
沈
黙
と
人
間
の
証
言
」

頁
）
と
反
駁
す
る
作
家
が
描
い
た

65

イ
エ
ス
像
（
踏
絵
の
キ
リ
ス
ト
の
眼
差
し
と
「
踏
む
が
よ
い
」
の
声
）
を
考
察
す
る

現
在
、
吉
本
隆
明
の
こ
の
指
摘
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
こ
と
は
、
ほ
と

ん
ど
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
絵
踏
み
の
場
面
の
表
現
に
つ
い
て
「
小
説

的
に
言
っ
て
あ
す
こ
が
、
後
に
な
っ
て
あ
の
声
が
聞
こ
え
た
と
し
た
な
ら

ば
、
小
説
的
に
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
よ
う
に
お
も
い
ま
す
」（
『
人
生
の
同
伴

者
』
）
と
遠
藤
が
明
言
す
る
の
は
、
あ
の
「
声
」
が
「
人
間
が
心
情
と
現

実
の
窮
地
に
た
っ
た
と
き
に
影
が
添
う
よ
う
に
内
面
に
添
っ
て
く
れ
る
存

在
」（
吉
本
隆
明
）
と
し
て
創
ら
れ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
作
品
全
体
の

文
体
が
、
ロ
ド
リ
ゴ
の
心
情
に
の
み
貼
り
付
い
て
い
る
の
だ
か
ら
、
小
説

の
高
揚
感
は
ロ
ド
リ
ゴ
の
内
面
描
写
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、

「
踏
む
が
い
い
」
と
い
う
声
が
踏
絵
に
足
を
か
け
る
と
同
時
に
響
い
て
き

た
方
が
、
心
情
的
に
盛
り
上
が
る
だ
ろ
う
。
だ
が
こ
う
し
た
作
品
の
文
体

自
体
が
、
「
涙
の
向
う
に
御
仏
の
顔
を
思
い
浮
べ
る
」（
三
浦
朱
門
「
座
談
会

井
上
神
父
を
か
こ
ん
で
」

頁
）
日
本
人
の
感
性
を
揺
さ
ぶ
り
は
す
る
も
の

121

の
、
と
も
す
れ
ば
「
涙
の
向
こ
う
に
血
潮
を
見
る
」（
三
浦

頁
）
キ
リ
ス

121

ト
教
の
本
旨
を
置
き
忘
れ
て
し
ま
っ
て
は
い
な
い
か
。

『
沈
黙
』
が
提
示
し
た
問
題
提
起
（
「
赦
し
の
神
」
）
は
、
発
表
直
後
に
巻

き
起
こ
っ
た
こ
う
し
た
問
い
と
の
不
断
の
思
索
の
な
か
に
あ
る
こ
と
で
、

よ
り
深
み
を
増
す
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

（
長
崎
市
遠
藤
周
作
文
学
館
）
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